
(57)【要約】

少なくとも一つのバックシート、吸収性コア、場合によ

っては分布層、及びバックシートを含み、少なくともそ

のうちの一つが、少なくとも一層の押出し成形された高

吸収性織物を含むような吸収性物品が開示されている。

高吸収性織物は、連続工程で熱可塑性樹脂（１０）と吸

収性高分子（１２）のブレンドを加熱し、混合すること

によって製造することができ、それから好ましくは織物

を押出し成形する。押出し成形された高吸収性織物は、

平坦であるかあるいは成形されていてもよく、延伸され

ているかあるいいは未延伸でもよく、他の材料と共に同

時押出し成形するかあるいは他の材料に積層してもよい

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 と 接 触 す る 表 面 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 、 着 用 者 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る ト ッ プ シ ー
ト 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る バ ッ ク シ ー ト 、 及 び ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に
少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ た 吸 収 性 コ ア を 含 む 吸 収 性 物 品 で あ っ て 、 バ ッ ク シ ー ト 、 ト
ッ プ シ ー ト 、 又 は 吸 収 性 コ ア の う ち の 少 な く と も 一 つ が 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物
の 少 な く と も 一 つ の 層 を 含 み 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 、
　 　 　 　 　 i. 　 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
　 　 　 　 　 ii.　 熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 ん で い る 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 20重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ３ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 35重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 65重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ６ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ７ 】
高 吸 収 性 織 物 が さ ら に 添 加 剤 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ８ 】
添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ
ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば
れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ９ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合
物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ EVA） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、
ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 性 熱 可 塑 性 樹 脂 、 こ れ ら の 混 合
物 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸
収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
着 用 者 と 接 触 す る 表 面 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 、 着 用 者 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る ト ッ プ シ ー
ト 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る バ ッ ク シ ー ト 、 及 び ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-529768 A 2005.10.6



少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ た 吸 収 性 コ ア を 含 む 吸 収 性 物 品 で あ っ て 、 バ ッ ク シ ー ト 、 ト
ッ プ シ ー ト 、 又 は 吸 収 性 コ ア の う ち の 少 な く と も 一 つ が 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物
を 含 む 少 な く と も 一 つ の 層 を 含 み 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 、
　 　 　 　 　 i.　  少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
　 　 　 　 　 ii.　 熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 ん で お り 、
第 二 の 織 物 が 高 吸 収 性 織 物 に 結 合 し て い る 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 二 の 織 物 が 高 分 子 織 物 で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
第 二 の 織 物 が 不 織 布 で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ４ 】
第 二 の 織 物 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ５ 】
同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 が 充 填 剤 を 含 む 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ６ 】
充 填 剤 が 高 吸 収 性 高 分 子 を 含 む 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ７ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 む 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ８ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 20重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 １ ９ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 35重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 65重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ １ 】
押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 延 伸 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
少 な く と も 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 延 伸 さ れ て い る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物
品 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
高 吸 収 性 織 物 が さ ら に 添 加 剤 を 含 む 請 求 項 １ １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ
ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば
れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合
物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ EVA） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、
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ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 性 熱 可 塑 性 樹 脂 、 こ れ ら の 混 合
物 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の
吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
i.　 　 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
ii.　  熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 む 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
さ ら に 添 加 剤 を 含 む 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ３ １ 】
添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ
ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば
れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 請 求 項 ３ １ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合
物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ EVA） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、
ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 性 熱 可 塑 性 樹 脂 、 こ れ ら の 混 合
物 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の
高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
吸 収 性 物 品 に 有 用 な 部 材 で あ っ て 、
i.　 　 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
ii.　  熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 む 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 と 、 該 高 吸 収 性 織 物 に 結 合 し た 第 二 の 織 物 と を 含 む
部 材 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
第 二 の 織 物 が 高 分 子 織 物 で あ る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
第 二 の 織 物 が 不 織 布 で あ る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
第 二 の 織 物 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 で あ る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 が 充 填 剤 を 含 む 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
充 填 剤 が 高 吸 収 性 高 分 子 を 含 む 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム を 含 む 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 部 材 。
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【 請 求 項 ４ １ 】
少 な く と も 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 延 伸 さ れ て い る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
高 吸 収 性 織 物 が さ ら に 添 加 剤 を 含 む 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ
ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば
れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の 部 材 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合
物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ EVA） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、
ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 性 熱 可 塑 性 樹 脂 、 こ れ ら の 混 合
物 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の
部 材 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
高 吸 収 性 材 料 及 び 高 分 子 樹 脂 を 混 合 及 び 加 熱 装 置 に 供 給 し ；
混 合 及 び 加 熱 装 置 内 で 高 吸 収 性 材 料 及 び 高 分 子 樹 脂 を 加 熱 及 び 混 合 し て 、 高 分 子 樹 脂 を 溶
融 さ せ て 、 樹 脂 と 高 吸 収 性 材 料 の 溶 融 ブ レ ン ド と し ；
溶 融 ブ レ ン ド を シ ー ト 成 形 装 置 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 、 溶 融 ブ レ ン ド か ら 溶 融 シ ー ト
を 成 形 し ；
溶 融 シ ー ト を 冷 却 し て 高 吸 収 性 織 物 を 成 形 す る ：
こ と を 含 む 高 吸 収 性 織 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
冷 却 後 、 流 れ 方 向 に 高 吸 収 性 織 物 を 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
冷 却 後 、 横 断 方 向 に 高 吸 収 性 織 物 を 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
冷 却 後 、 流 れ 方 向 と 横 断 方 向 の 両 方 に 高 吸 収 性 織 物 を 二 軸 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求
項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
混 合 及 び 加 熱 装 置 が 押 出 し 成 形 機 で あ る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
押 出 し 成 形 機 が ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 で あ る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
溶 融 シ ー ト を 少 な く と も 一 つ の 冷 却 ド ラ ム の 上 を 通 過 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含
ま れ る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
溶 融 シ ー ト 上 を 冷 た い 空 気 又 は 水 の 流 れ を 通 過 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含 ま れ る
請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
溶 融 シ ー ト を 第 二 の 織 物 と 接 触 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含 ま れ る 請 求 項 ４ ７ に 記
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載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
第 二 の 織 物 が 高 分 子 織 物 で あ る 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
第 二 の 織 物 が 不 織 布 で あ る 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
第 二 の 織 物 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 で あ る 請 求 項 ５ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 が 充 填 剤 を 含 む 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
加 熱 及 び 混 合 装 置 に 高 吸 収 性 高 分 子 を 供 給 す る の に 先 立 ち 、 高 吸 収 性 高 分 子 を 複 合 化 す る
こ と (compounding)を さ ら に 含 み 、 こ こ で 、 そ の 複 合 化 に よ り 、 高 分 子 樹 脂 と 共 に 高 吸 収
性 高 分 子 が 加 熱 及 び 混 合 さ れ て 高 吸 収 性 高 分 子 と 高 分 子 樹 脂 の 溶 融 混 合 物 と な り 、 次 い で
溶 融 混 合 物 が ペ レ ッ ト 化 さ れ る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
高 分 子 樹 脂 と 複 合 化 さ れ た 高 吸 収 性 高 分 子 と を 混 合 機 内 で ブ レ ン ド し て 、 ブ レ ン ド さ れ た
混 合 物 を 成 形 し 、 次 い で ブ レ ン ド さ れ た 混 合 物 を 加 熱 及 び 混 合 装 置 に 供 給 す る こ と を さ ら
に 含 む 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
加 熱 及 び 混 合 装 置 に 添 加 剤 を 供 給 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ
ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ
ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば
れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ６ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
充 填 剤 が 炭 酸 カ ル シ ウ ム で あ る 請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
着 用 者 と 接 触 す る 表 面 を 含 む ト ッ プ シ ー ト 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 を 含 む バ ッ ク シ ー ト 、 及
び 吸 収 性 コ ア を 製 品 成 形 装 置 に 供 給 し ；
ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に 少 な く と も 部 分 的 に 吸 収 性 コ ア を 配 置 し ；
そ れ に よ っ て 少 な く と も ト ッ プ シ ー ト 、 バ ッ ク シ ー ト 、 又 は 吸 収 性 コ ア は 、 高 吸 収 性 織 物
を 含 み ；
そ の 高 吸 収 性 織 物 は 、
高 吸 収 性 材 料 と 高 分 子 樹 脂 を 混 合 及 び 加 熱 装 置 に 供 給 し ；
高 吸 収 性 材 料 と 高 分 子 樹 脂 を 混 合 及 び 加 熱 装 置 内 で 加 熱 及 び 混 合 し 、 高 分 子 樹 脂 を 溶 融 さ
せ て 、 樹 脂 と 高 吸 収 性 材 料 の 溶 融 ブ レ ン ド と し ；
溶 融 ブ レ ン ド を シ ー ト 成 形 装 置 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 、 溶 融 ブ レ ン ド か ら 溶 融 シ ー ト
を 成 形 し ；
溶 融 シ ー ト を 冷 却 し て 高 吸 収 性 織 物 を 成 形 す る ：
と い う こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 吸 収 性 物 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
冷 却 後 、 流 れ 方 向 に 高 吸 収 性 織 物 を 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
冷 却 後 、 横 断 方 向 に 高 吸 収 性 織 物 を 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
冷 却 後 、 流 れ 方 向 と 横 断 方 向 の 両 方 に 高 吸 収 性 織 物 を 二 軸 延 伸 す る こ と を さ ら に 含 む 請 求
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項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
混 合 及 び 加 熱 装 置 が 押 出 し 成 形 機 で あ る 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ １ 】
押 出 し 成 形 機 が ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 で あ る 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
溶 融 シ ー ト を 少 な く と も 一 つ の 冷 却 ド ラ ム 上 を 通 過 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含 ま
れ る 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
溶 融 シ ー ト 上 を 冷 た い 空 気 又 は 水 の 流 れ を 通 過 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含 ま れ る
請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
溶 融 シ ー ト を 第 二 の 織 物 と 接 触 さ せ る こ と が 溶 融 シ ー ト の 冷 却 に 含 ま れ る 請 求 項 ６ ６ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
第 二 の 織 物 が 高 分 子 織 物 で あ る 請 求 項 ７ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
第 二 の 織 物 が 不 織 布 で あ る 請 求 項 ７ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
第 二 の 織 物 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 で あ る 請 求 項 ７ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
同 時 押 出 し 成 形 さ れ た フ ィ ル ム 織 物 が 充 填 剤 を 含 む 請 求 項 ７ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
充 填 剤 が 高 吸 収 性 高 分 子 を 含 む 請 求 項 ７ ８ の 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 吸 収 性 物 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 吸 収 性 材 料 を 含 む 吸 収 性 物 品 、 高 吸 収 性 材 料 の 成 形 方 法 、 及 び そ れ に
よ り 製 造 さ れ た 製 品 に 関 す る も の で あ る 。 よ り 具 体 的 に 言 う と 、 本 発 明 は 、 押 出 し 成 形 さ
れ た 高 吸 収 性 材 料 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

　 吸 収 性 物 品 の 分 野 に お け る 開 発 の 一 つ の 目 的 は 、 高 い 水 準 の 保 護 及 び 着 用 者 に 対 す る 高
い 水 準 の 心 地 よ さ を 共 に 提 供 す る こ と で あ る 。 別 の 目 的 は 、 吸 収 性 物 品 の 全 コ ス ト を 減 ら
す こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 消 費 者 に 吸 収 性 物 品 の 心 地 よ い 利 点 を 提 供 す る 一 つ の 機 構 は 、 通 気 性 製 品 の 供 給 に よ る
も の で あ る 。 通 気 性 は 、 典 型 的 に は 吸 収 性 物 品 に い わ ゆ る 「 通 気 性 バ ッ ク シ ー ト 」 を 組 み
込 む こ と に 集 中 し て き た 。 例 え ば 米 国 特 許 第 4,591,523号 に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 通 常
利 用 さ れ る 通 気 性 バ ッ ク シ ー ト は 、 微 小 孔 の あ る フ ィ ル ム 及 び 指 向 性 流 体 移 動 を 有 す る 開
口 し た 成 形 フ ィ ル ム で あ る 。 こ れ ら の 型 の 通 気 性 バ ッ ク シ ー ト は 、 い ず れ も 吸 収 性 コ ア に
貯 え ら れ た 流 体 の 一 部 を 蒸 発 さ せ る こ と を 可 能 に し 、 吸 収 性 物 品 内 で の 空 気 の 循 環 を 増 大
さ せ る 。 空 気 の 循 環 は 、 多 く の 着 用 者 が 使 用 の 際 に 経 験 す る べ た べ た し た 感 触 を 軽 減 す る
の で 特 に 有 益 で あ り 、 そ れ は 通 常 、 開 口 し た 成 形 フ ィ ル ム 又 は フ ィ ル ム 状 ト ッ プ シ ー ト と
関 連 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 気 性 バ ッ ク シ ー ト の 使 用 に 関 連 し た よ く 知 ら れ た 問 題 は 、 着 用 者 の 衣 類 に 液 体 が 透 過
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す る と い う 問 題 で あ る 。 問 題 を 解 決 す る 試 み は 、 米 国 特 許 第 4,591,523号 に お い て 説 明 さ
れ て い る よ う な 多 重 層 の バ ッ ク シ ー ト の 使 用 に 主 に 依 存 し て い る 。 同 様 に 、 欧 州 特 許 出 願
EP0710471及 び EP0710472で は 、 気 体 が 透 過 で き る 繊 維 織 物 の 層 及 び 指 向 性 流 体 移 動 を 有 す
る 開 口 し た 成 形 フ ィ ル ム の 層 を 含 む 通 気 性 の バ ッ ク シ ー ト が 開 示 さ れ て い る 。 そ の よ う な
バ ッ ク シ ー ト は 、 吸 収 性 物 品 （ 又 は 「 パ ッ ド 」 ） に 圧 力 が か け ら れ た 時 に 、 液 体 が 浸 透 す
る こ と を 可 能 に す る 。 液 体 の 浸 透 を 引 き 起 こ す の に 必 要 な 圧 力 の 度 合 い は 、 毛 細 管 の 直 径
に 反 比 例 す る 。 気 体 の 透 過 も 毛 細 管 の 直 径 に 比 例 す る の で 、 改 良 さ れ た 漏 れ の 保 護 に よ り
バ ッ ク シ ー ト の 通 気 性 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 欧 州 特 許 出 願 EP0934735及 び EP0934736は 、 吸 収 性 物 品 の バ ッ ク シ ー ト に 改 良 さ れ た 流 体
の 取 扱 い 性 を 有 す る 角 度 を つ け た 開 口 し た 成 形 フ ィ ル ム を 組 み 込 む こ と に よ っ て 、 EP0710
471及 び EP0710472を 改 善 し た 。 そ の よ う な フ ィ ル ム は 、 普 通 に 割 り 当 て ら れ た 米 国 特 許 第
5,562,932号 、 第 5,591510号 、 第 5,718,928号 、 及 び 第 5,897,543号 に お い て も 記 述 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 提 案 さ れ た 開 発 で は 、 い ず れ も 通 気 性 バ ッ ク シ ー ト の 問 題 に 完 全 に 満 足 の い く 解
決 を 与 え 、 実 質 的 に 全 て の 起 こ り 得 る 条 件 下 で 、 液 体 の 浸 透 が も し あ っ た と し て も そ れ を
最 小 限 に す る こ と を 可 能 に す る こ と は で き な い 。 そ れ 故 、 先 行 技 術 は 、 通 気 性 と 液 体 の 浸
透 の 抑 制 と い う 競 合 す る 要 求 に よ っ て 限 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 消 費 者 に 吸 収 性 物 品 （ 又 は 「 製 品 」 ） の 心 地 よ い 利 点 を 提 供 す る た め の 別 の 機 構 は 、 パ
ッ ド の 表 面 と 接 触 す る 体 か ら 送 ら れ て く る 体 液 を 素 早 く 獲 得 す る 吸 収 性 コ ア を 提 供 す る こ
と に よ る も の で あ り 、 パ ッ ド に 圧 力 が か け ら れ た 時 に 表 面 と 接 触 す る 体 に 流 体 が 戻 る の が
避 け ら れ 、 吸 収 性 コ ア 内 に 均 一 に 流 体 が 分 布 す る 結 果 、 コ ア の 利 用 は 最 大 限 に な る 。 コ ア
の 有 用 性 を 最 大 限 に す る と 、 コ ア の 大 き さ を 小 さ く す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 よ り 小 さ
く 、 よ り 心 地 よ い パ ッ ド が 得 ら れ る 。 使 用 者 に よ り 排 出 さ れ た 体 液 又 は 流 体 を 繰 り 返 し 受
け 入 れ て 吸 収 す る よ う に 意 図 さ れ た 吸 収 性 物 品 が 直 面 す る 問 題 は 、 液 体 が 製 品 に 浸 透 す る
こ と が で き る 速 度 が 、 新 た に 濡 れ る 機 会 又 は 損 傷 ご と に 著 し く 減 少 す る と い う こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 体 液 の 浸 透 速 度 が 製 品 が 繰 り 返 し て 濡 れ る に つ れ て 減 少 す る 理 由 は 、 製 品 の 表 面 上 の 領
域 の 周 り の 限 ら れ た 領 域 で 、 製 品 の 吸 収 体 が 体 液 で 一 時 的 に 飽 和 す る か ら で あ り 、 そ こ で
は 、 体 液 は 、 ま ず 最 初 に い わ ゆ る 一 次 の 濡 れ （ 又 は 損 傷 ） 領 域 に 突 き 当 た る 。 吸 収 性 コ ア
は 、 一 つ 以 上 の 層 の 親 水 性 繊 維 （ 例 え ば セ ル ロ ー ス 毛 羽 パ ル プ ） か ら 通 常 成 り 、 し ば し ば
、 い わ ゆ る 高 吸 収 体 で あ る 強 力 に 吸 収 す る 親 水 性 コ ロ イ ド 材 料 を 含 む 。 液 体 の 輸 送 は 、 製
品 の 吸 収 体 中 の 繊 維 と 粒 子 の 間 に 位 置 す る 空 洞 で 作 用 す る 毛 細 管 力 に よ っ て 主 に 引 き 起 こ
さ れ る の で 、 液 体 は そ の よ う な 材 料 中 を 比 較 的 ゆ っ く り と 輸 送 さ れ る 。 液 体 は 拡 散 に よ っ
て 親 水 性 コ ロ イ ド 材 料 内 を 輸 送 さ れ る が 、 そ れ は 毛 細 管 力 に よ っ て 発 生 す る 工 程 よ り も 、
さ ら に ゆ っ く り と し た 工 程 で あ る 。 そ れ 故 、 液 体 は 比 較 的 長 い 時 間 、 製 品 の 一 次 の 濡 れ 領
域 に 残 っ て お り 、 そ れ か ら 吸 収 体 の 周 り の 部 分 へ と 徐 々 に 輸 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 高 吸 収 性 高 分 子 と は 、 典 型 的 に は そ れ 自 身 の 重 量 の 何 倍 も の 水 や 他 の 液 体 を 吸 収 す る こ
と の で き る 合 成 さ れ た 架 橋 し た 高 分 子 材 料 で あ る 。 高 吸 収 性 高 分 子 は か な り 架 橋 し て い る
の で 、 そ れ を 溶 液 に 溶 か す （ 又 は 溶 媒 和 す る ） の は 事 実 上 不 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 高 吸 収
性 高 分 子 は 、 最 も 普 通 の 場 合 に は 粉 末 と し て 又 は 顆 粒 と し て 使 用 さ れ る 。 こ れ ら の 物 理 的
形 態 で 高 吸 収 性 高 分 子 を 使 用 す る こ と は 、 健 康 上 の 危 険 ば か り で な く 、 ま た 製 品 の デ ザ イ
ン の 問 題 を 生 じ さ せ る 。 例 え ば 、 粉 末 に さ れ た 材 料 は 、 吸 収 性 物 品 の 支 持 マ ト リ ッ ク ス 内
で 自 然 に 一 ヶ 所 に 集 ま る か 又 は 塊 に な る 傾 向 を 有 し て い る 。 こ の 結 果 製 品 の 吸 収 力 に む ら
が 生 じ る 。 同 様 に 、 微 細 な 微 粒 子 は 支 持 マ ト リ ッ ク ス か ら 「 塵 と な っ て 落 ち る 」 傾 向 を 有
し て お り 、 そ の 結 果 、 高 吸 収 性 高 分 子 材 料 が す っ か り 損 な わ れ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 粉 末 に さ れ た 高 吸 収 性 高 分 子 は 、 最 終 的 な 使 用 者 及 び 製 造 工 程 に 関 与 す る 人 々 に 健 康 上
の 危 険 も も た ら す 。 微 細 な 粉 末 に さ れ た SAPは 、 空 気 に よ っ て 運 ば れ る こ と も あ り 得 て 、
労 働 者 や 最 終 的 な 使 用 者 に 吸 入 さ れ る こ と も あ り 得 る 。 一 旦 吸 入 さ れ る と 、 SAPは 呼 吸 器
の 通 路 内 で 液 体 を 吸 収 し て 、 元 来 の 大 き さ の 何 倍 に も 膨 張 す る 。 こ れ に よ り 、 空 気 の 通 路
が 封 鎖 さ れ る と い う 結 果 に な る こ と も あ り 得 て 、 潜 在 的 に は 外 傷 性 の 健 康 上 の 合 併 症 に も
な り 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 来 か ら の ア プ ロ ー チ と い う の は 、 粉 末 に さ れ た SAP材 料 を 固 形 の マ ト リ ッ ク ス 材 料 （
例 え ば 木 の パ ル プ 、 綿 の パ ッ ド 等 ） 中 に 単 に 分 散 さ せ て 、 エ ン ボ ス 加 工 に よ っ て 機 械 的 に
そ れ を 定 位 置 に 固 定 す る と い う も の で あ る 。 EP0212618B1で は 、 特 定 の 粒 径 の 分 布 を 有 す
る 重 合 体 が セ ル ロ ー ル 繊 維 層 中 に 分 布 し た お む つ の 構 造 が 記 述 さ れ て い る 。 し か し な が ら
、 そ う し た 構 造 は 、 高 吸 収 性 高 分 子 の 分 布 に 関 し て 、 十 分 に 安 定 で は な い 。 具 体 的 に 言 う
と 、 SAPの 分 布 は 輸 送 の 間 に 望 ま し く な い よ う に 変 え ら れ る こ と も あ り 、 そ の 結 果 、 例 え
ば お む つ 中 で 不 均 一 な 吸 収 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 EP0255654で は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 及 び SAPを 組 み 込 ん だ 乾 燥 成 形 さ れ た シ ー ト の 製 造 が 提
案 さ れ て い る 。 二 つ の 材 料 は 、 空 気 の 流 れ の 中 に 吊 る さ れ 、 乾 燥 成 形 し た 何 枚 か の 紙 に 向
け て 供 給 さ れ 、 織 物 の 上 に 置 か れ 、 カ レ ン ダ ー 加 工 及 び エ ン ボ ス 加 工 に よ っ て 結 合 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 追 加 さ れ た 加 工 工 程 を 削 除 す る た め に 、 米 国 特 許 第 4,826,880号 で は 、 SAPの 水 和 物 を 形
成 さ せ る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 そ の よ う な 水 和 物 は 、 製 品 か ら 塵 と な っ て 落 ち る 傾 向 が
少 な く 、 織 物 、 様 々 な 繊 維 の 不 織 布 、 及 び ビ ニ ル フ ィ ル ム の よ う な 従 来 か ら の 基 材 を 被 覆
す る お 決 ま り の コ ー テ ィ ン グ 工 程 で 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 水 和 物 は 、 吸 収 特 性
が 減 少 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 別 の ア プ ロ ー チ で は 、 繊 維 材 料 に 微 粒 子 状 の SAP材 料 を 接 着 剤 で 付 け る か 、 そ う で な け
れ ば 付 着 さ せ 、 こ れ に よ り 基 材 中 で 機 械 的 に 固 定 化 さ れ る 。 WO90/11181で は 、 二 成 分 の 繊
維 製 品 が 開 示 さ れ て お り 、 こ こ で は 繊 維 は 液 体 の バ イ ン ダ ー 材 料 に よ っ て 被 覆 さ れ て い る
。 ま だ バ イ ン ダ ー 材 料 が 濡 れ て い る の に 、 微 粒 子 状 の SAPが 塗 布 さ れ 、 そ の 結 果 、 マ ト リ
ッ ク ス 繊 維 が 包 括 的 に 且 つ 均 一 に コ ー テ ィ ン グ さ れ る 。 そ れ か ら 繊 維 は 、 織 物 中 で 又 は 類
似 の 基 材 中 で エ ン ボ ス 加 工 や そ の よ う な 方 法 に よ っ て 固 定 さ れ る 。 さ ら に 別 の ア プ ロ ー チ
で は 、 粒 子 状 の SAP材 料 を マ ト リ ッ ク ス に 化 学 的 に 付 け る こ と が 模 索 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 EP0425269A1で は 、 SAPを 含 む 熱 可 塑 性 材 料 か ら 溶 融 紡 糸 す る こ と が で き る 繊 維 が 開 示 さ
れ て お り 、 そ の た め に SAP材 料 は 溶 融 押 出 し 成 形 用 に 熱 可 塑 性 材 料 と ブ レ ン ド さ れ る 。 こ
れ ら の 繊 維 と し て 検 討 さ れ た 材 料 の 中 で は 、 酢 酸 セ ル ロ ー ス が 開 示 さ れ て い る 。 EP042526
9A1で は 、 溶 融 押 出 し 成 形 に お け る SAPの 上 限 は 、 30重 量 ％ で あ る こ と が 教 示 さ れ て い る 。
こ の 点 を 超 え る と 、 製 品 の 望 ま し い 品 質 が 失 わ れ る 。 EP0425269A1で は 、 粉 末 に さ れ た SAP
を 熱 可 塑 性 の 水 に 不 溶 な 繊 維 に 固 定 す る 方 法 も 教 示 さ れ て い る 。 繊 維 へ の SAPの 結 合 は 、
わ ず か に 表 面 が 溶 融 し た 繊 維 を 粉 末 に さ れ た 高 吸 収 性 高 分 子 に 接 触 さ せ る と い う こ と に よ
っ て 達 成 さ れ る 。 繊 維 自 体 は 、 同 じ 方 法 で 互 い に 固 定 さ れ る 。 こ の 工 程 の 不 利 な と こ ろ は
、 粉 末 に さ れ た 高 吸 収 性 高 分 子 の 吸 収 能 力 が 、 完 全 に は 利 用 さ れ て い な い と い う こ と で あ
る 。 SAPの 一 部 が 熱 可 塑 性 物 質 で 覆 わ れ て お り 、 そ の た め 、 水 や 水 溶 液 が 到 達 し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 EP0547474A1で は 、 高 融 点 の 高 分 子 か ら 製 造 さ れ た シ ー ト 又 は 繊 維 の 形 態 の 高 吸 収 性 材
料 が 記 述 さ れ て お り 、 高 吸 収 性 高 分 子 材 料 は 全 体 に 均 一 に 分 散 し て お り 、 硬 化 し た 高 分 子
マ ト リ ッ ク ス 中 で 固 定 化 さ れ て い る 。 材 料 は 多 量 の 高 吸 収 性 高 分 子 を 組 み 込 む こ と が で き
、 そ れ で 、 実 質 的 に 改 良 さ れ た 吸 収 性 及 び 保 持 特 性 を 実 証 す る こ と に な る 。 吸 収 性 材 料 は
、 マ ト リ ッ ク ス 材 料 と 適 切 な 溶 媒 と の 液 状 混 合 物 を 成 形 す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 そ
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の よ う な 液 状 混 合 物 は 、 当 該 技 術 で は ド ー プ と し て 一 般 的 に は 知 ら れ て い る 。 し ば し ば 液
状 混 合 物 は 、 マ ト リ ッ ク ス 材 料 が 溶 媒 に よ っ て 完 全 に 溶 媒 和 し た 溶 液 で あ る 。 ド ー プ は 、
微 粒 子 状 の 又 は 粉 末 に さ れ た 高 吸 収 性 高 分 子 で 補 完 さ れ る 。 実 質 的 に 架 橋 し た 性 質 の た め
、 SAPは 溶 媒 和 せ ず 、 ド ー プ 中 に 懸 濁 液 と し て 残 る 。 ド ー プ は 、 押 出 し 成 形 さ れ 又 は 成 形
さ れ て 、 SAP微 粒 子 が 全 体 に 埋 め 込 ま れ た マ ト リ ッ ク ス 材 料 の シ ー ト 、 フ ィ ル ム 、 又 は 繊
維 が 成 形 さ れ る 。 そ の 結 果 得 ら れ た 吸 収 性 材 料 は 、 SAP材 料 が し っ か り と 固 定 さ れ た マ ト
リ ッ ク ス 材 料 で あ る 。 本 特 許 で は 、 25-50％ の SAPの 量 の 範 囲 で は 、 吸 収 性 （ g/g） は 9-16
の 範 囲 で あ る こ と が 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 日 本 特 許 出 願 第 75-85462号 で は 、 水 溶 性 の フ ィ ル ム を 形 成 す る 高 分 子 と 一 体 化 し た ス タ
ー チ /グ ラ フ ト 高 分 子 か ら 製 造 さ れ た 高 吸 収 性 シ ー ト の 製 造 方 法 が 記 述 さ れ て い る 。 こ の
文 献 で は 、 シ ー ト の 不 可 欠 な 第 三 成 分 と し て の 基 材 と し て 役 立 つ 材 料 が 開 示 さ れ て い る 。
高 吸 収 性 高 分 子 は 、 可 溶 性 の フ ィ ル ム を 形 成 す る 高 分 子 と 共 に 基 材 に 固 定 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 で 提 案 さ れ た 開 発 で は 、 い ず れ も 、 着 心 地 も よ く 且 つ 製 造 の 際 コ ス ト 的 に 有 利 な 製
品 に お け る 液 体 の 吸 収 及 び 保 持 の 問 題 に 完 全 に 満 足 の い く 解 決 を 与 え る こ と が で き ず 、 高
価 で な い 製 品 が 市 場 に 提 供 さ れ る よ う な も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 既 知 の 製 品 、 工 程 、 及 び 装 置 で 達 成 さ れ た 不 利 な 点 及 び 劣 悪 な 特 性 の こ こ で の 記 述 は 、
決 し て 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 し た も の で は な い 。 実 際 、 本 発 明 の あ る 態 様 に
は 、 記 述 し た よ う な 不 利 な 点 及 び 劣 悪 な 特 性 に 影 響 さ れ ず に 、 一 つ 以 上 の 既 知 の 材 料 、 工
程 、 及 び 装 置 が 含 ま れ る 。 こ の 記 述 に お い て 言 及 し た 全 て の 米 国 特 許 は 、 参 照 に よ り 全 体
が 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 は 、 赤 ち ゃ ん 用 の お む つ や 成 人 用 失 禁 製 品 の よ う な 吸 収 性 物 品 に 関 す る も の で あ
り 、 特 に 生 理 用 ナ プ キ ン や パ ン テ ィ ー ラ イ ナ ー (panty liner)に 関 す る も の で あ る 。 製 品
は 、 液 体 を 透 過 さ せ る ト ッ プ シ ー ト と 液 体 を 透 過 さ せ な い バ ッ ク シ ー ト の 間 に 少 な く と も
部 分 的 に 配 置 さ れ た 吸 収 性 コ ア を 通 常 は 含 む 。 場 合 に よ っ て は 、 製 品 は 、 ト ッ プ シ ー ト と
前 記 の バ ッ ク シ ー ト の 間 に 配 置 さ れ た 獲 得 /分 布 層 （ ADL： Acquisition/Distribution Lay
er） を 含 ん で も よ い 。 ト ッ プ シ ー ト 、 吸 収 性 コ ア 、 ADL、 又 は バ ッ ク シ ー ト の う ち の 少 な
く と も 一 つ に 含 ま れ た 少 な く と も 一 つ の 層 は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 （ 高 吸 収 性
織 布 ： superabsorbent web） を 含 む 。 本 発 明 は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 及 び 押 出
し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 製 造 方 法 を 対 象 と し た も の で も あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 織 物 （ 織 布 ： web） は 、 吸 収 性 包 装 物 品 、 非 吸 収 性 物 品 、 感 染 制 御 製 品 、 家 庭
用 洗 浄 製 品 、 工 業 用 洗 浄 製 品 、 汗 バ ン ド 等 の よ う な 他 の 用 途 に お い て も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 件 の 発 明 は 、 一 つ に は 、 多 量 の SAPを 熱 可 塑 性 高 分 子 と 組 み 合 わ せ て 乾 燥 ブ レ ン ド し
、 押 出 し 成 形 し て 高 吸 収 性 織 物 を 成 形 す る こ と が で き 、 そ の よ う な 織 物 を 延 伸 す る と 、 高
吸 収 性 織 物 の 吸 収 力 が 十 分 高 く な り 実 用 的 に な る と い う こ と を 発 見 し た こ と に 基 づ く も の
で あ る 。 本 発 明 を 実 現 す る の に 利 用 さ れ る 方 法 及 び 装 置 は 、 単 純 で 生 産 的 で あ り 、 そ れ に
よ っ て 有 用 で よ り 高 価 で な い 高 吸 収 性 材 料 の 創 出 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 は 、 赤 ち ゃ ん 用 の お む つ 、 成 人 用 失 禁 物 品 、 包 帯 、 脇 の 下 の 汗
パ ッ ド 、 そ し て と り わ け 、 生 理 用 ナ プ キ ン 、 パ ン テ ィ ラ イ ナ ー の よ う な 層 に な っ た 構 造 の
使 い 捨 て 吸 収 性 物 品 の よ う な 吸 収 性 物 品 に 関 す る も の で あ る 。 他 の 実 施 形 態 は 、 油 吸 収 剤
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製 品 、 衛 生 雑 巾 、 肉 の 受 け 皿 等 の よ う な 吸 収 性 物 品 に 関 す る も の で あ る 。 典 型 的 に は 、 そ
の よ う な 物 品 は 、 液 体 を 透 過 さ せ る ト ッ プ シ ー ト 、 吸 収 性 コ ア （ 又 は 「 コ ア 」 ） 、 及 び バ
ッ ク シ ー ト を 含 む 。 衛 生 吸 収 性 物 品 に お い て は 、 ト ッ プ シ ー ト が 着 用 者 と 接 触 し 、 バ ッ ク
シ ー ト が 通 常 は 通 気 性 で あ り 、 物 品 の 衣 類 に 面 す る （ 又 は 接 触 す る ） 表 面 を 形 成 す る 。 吸
収 性 コ ア は 、 典 型 的 に は ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に 少 な く と も 部 分 的 に は 配 置 さ
れ る 。 吸 収 性 コ ア は 、 適 切 な 担 体 と 組 み 合 わ せ た ヒ ド ロ ゲ ル 、 高 吸 収 性 物 質 、 又 は 親 水 性
コ ロ イ ド 材 料 の よ う な 吸 収 性 材 料 を 少 な く と も 一 つ 含 ん で い る 。 本 発 明 の 特 徴 に 基 づ い て
、 本 発 明 の 実 施 形 態 の ト ッ プ シ ー ト 、 吸 収 性 コ ア 、 又 は バ ッ ク シ ー ト の う ち の 少 な く と も
一 つ に 含 ま れ る 少 な く と も 一 つ の 層 は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 一 般 的 に は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 、 押 出 し 成 形 さ れ た
高 吸 収 性 織 物 の 成 形 方 法 、 及 び そ れ に よ っ て 製 造 さ れ る 織 物 に 関 す る も の で も あ る 。 本 発
明 の よ り 具 体 的 な 実 施 形 態 は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る
も の で あ る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 は 、 好 ま し く は 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹
脂 と 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 ん で い る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収
性 織 物 の 成 形 方 法 に は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分
子 と ブ レ ン ド し て 、 熱 可 塑 性 樹 脂 を 溶 融 さ せ 、 溶 融 し た 熱 可 塑 性 樹 脂 を 高 吸 収 性 高 分 子 と
混 合 し て 高 吸 収 性 高 分 子 と 樹 脂 と の 溶 融 し た ブ レ ン ド を 形 成 さ せ 、 溶 融 し た ブ レ ン ド を 押
出 し 成 形 金 型 を 通 し て 押 出 し 成 形 し て 溶 融 シ ー ト を 成 形 し 、 溶 融 シ ー ト を 冷 却 し て 押 出 し
成 形 さ れ た 織 物 を 成 形 す る と い う こ と が 好 ま し く は 含 ま れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に お い て
は 、 押 出 し 成 形 さ れ た 織 物 は 、 ロ ー ル に 巻 き 付 け ら れ る 。 追 加 的 な 好 ま し い 実 施 形 態 に お
い て は 、 冷 却 さ れ た 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 は 、 織 物 の 吸 収 力 を 増 加 さ せ る た め に
、 巻 き 付 け る 前 に 延 伸 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 二 つ の 層 を 含 む 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収
性 織 物 が 提 供 さ れ 、 第 一 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は 添 加 剤
、 及 び 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 み 、 第 二 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ
の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は 添 加 剤 、 及 び 第 一 の 層 に 存 在 す る 少 な く と も 一 つ の 高 吸
収 性 高 分 子 の 量 よ り も 少 な い 量 で 存 在 す る 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を
含 む 。 任 意 の 添 加 剤 に は 、 加 工 助 剤 及 び 着 色 剤 が 含 ま れ て も よ く 、 そ れ ら は 炭 酸 カ ル シ ウ
ム の よ う な 充 填 剤 を 含 ん で も よ い 。 少 な く と も 二 つ の 層 は 、 同 時 押 出 し 成 形 さ れ る か 又 は
押 出 し 成 形 し た 後 に 組 み 合 わ さ れ る 。 延 伸 す る と 、 織 物 に 通 気 性 が 与 え ら れ 、 そ れ に よ っ
て 少 な く と も 二 つ の 層 の 基 材 が 多 重 機 能 の 複 合 織 物 に 変 わ り 、 そ れ は 高 吸 収 性 織 物 と し て
も 、 通 気 性 の あ る バ ッ ク シ ー ト と し て も 機 能 し 、 そ れ に よ っ て 物 品 の 複 雑 さ が 軽 減 さ れ 、
そ の か さ 高 さ が 減 少 し 、 「 手 」 が 改 良 さ れ 、 コ ス ト が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 二 つ の 層 を 含 む 押 出 し 成 形 さ れ た
高 吸 収 性 織 物 が 提 供 さ れ 、 第 一 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は
添 加 剤 、 及 び 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 み 、 第 二 の 層 は 不 織 布 を 含
む 。 任 意 の 添 加 剤 に は 、 加 工 助 剤 及 び 着 色 剤 が 含 ま れ て も よ く 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な
充 填 剤 が 含 ま れ て も よ い 。 第 一 の 層 を 押 出 し 成 形 し た 後 に 、 少 な く と も 二 つ の 層 を 好 ま し
く は 組 み 合 わ せ る 。 延 伸 す る と 、 織 物 に 通 気 性 が 与 え ら れ 、 そ れ に よ っ て 少 な く と も 二 つ
の 層 の 基 材 が 多 重 機 能 の 複 合 織 物 に 変 わ り 、 そ れ は 高 吸 収 性 織 物 と し て も 、 通 気 性 の あ る
バ ッ ク シ ー ト と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 追 加 的 な 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 三 つ の 層 を 含 む 押 出 し 成 形 さ れ た 高
吸 収 性 織 物 が 提 供 さ れ 、 第 一 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は 添
加 剤 、 及 び 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 み 、 第 二 の 層 は 、 少 な く と も
一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は 添 加 剤 、 及 び 第 一 の 層 に 存 在 す る 量 よ り も 少 な い 量
で 存 在 す る 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 み 、 第 三 の 層 は 、 不 織 布 を 含
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む 。 任 意 の 添 加 剤 に は 、 加 工 助 剤 及 び 着 色 剤 が 含 ま れ て も よ く 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な
充 填 剤 が 含 ま れ て も よ い 。 第 一 及 び 第 二 の 層 は 、 同 時 押 出 し 成 形 し て も よ く 、 又 は 押 出 し
成 形 し た 後 に 組 み 合 わ せ て の よ い 。 第 三 の 層 は 、 好 ま し く は 第 一 の 層 の 押 出 し 成 形 の 後 に
第 一 及 び 第 二 の 層 と 組 み 合 わ せ る 。 延 伸 す る と 、 織 物 に は 場 合 に よ っ て は 通 気 性 が 与 え ら
れ 、 そ れ に よ っ て 少 な く と も 三 つ の 層 の 基 材 が 多 重 機 能 の 複 合 織 物 に 変 わ り 、 そ れ は 高 吸
収 性 織 物 と し て も 、 通 気 性 の あ る バ ッ ク シ ー ト と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 の い ず れ か の 第 一 又 は 第 二 の 層 、 又 は 両 方 の フ ィ ル ム 層 は 、 三 次 元 成 形
フ ィ ル ム で あ っ て よ く 、 そ の よ う な 成 形 フ ィ ル ム は 、 開 口 し て い て も 、 開 口 し て い な く て
も よ い 。 成 形 フ ィ ル ム を 使 用 す る と 、 吸 収 に 利 用 で き る 表 面 積 が 拡 大 す る 。 開 口 し て い な
い 成 形 フ ィ ル ム は 、 雑 巾 の 用 途 及 び 肉 の 受 け 皿 の 用 途 に お い て 最 も 有 用 で あ り 、 こ れ ら の
用 途 で は 高 吸 収 力 が 要 求 さ れ る が 、 通 気 性 は 必 要 で は な い 。 そ の よ う な 複 合 材 料 は 、 医 療
の 用 途 に お い て も 有 用 で あ り 、 こ う し た 用 途 で は 、 材 料 の 第 一 の 機 能 は 、 複 合 織 物 中 を 血
液 を 通 過 さ せ ず に 、 手 術 室 の 掛 け 布 等 に お い て 、 血 液 を 吸 収 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 高 吸 収 性 織 物 を 含 む 成 形 フ ィ ル ム を 含 む
押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 提 供 さ れ 、 場 合 に よ っ て は 少 な く と も 二 つ の 層 を 含 み 、
第 一 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合 に よ っ て は 添 加 剤 、 及 び 場 合 に よ っ て
は 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 み 、 第 二 の 層 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 、 場 合
に よ っ て は 添 加 剤 、 及 び 第 一 の 層 に 存 在 す る と し て も そ の 量 よ り 多 い 量 で 存 在 す る 少 な く
と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 の ブ レ ン ド を 含 む 。 第 一 及 び 第 二 の 層 は 、 同 時 押 出 し 成 形 し て
も よ い 。 成 形 織 物 の 押 出 し 成 形 の 後 で 第 二 の 層 に 結 合 さ せ る こ と に よ っ て 、 不 織 布 を 含 む
任 意 の 第 三 の 層 を 少 な く と も 二 つ の 層 の 成 形 織 物 と 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。 こ の 複 合
材 料 の 構 造 は 、 バ ッ ク シ ー ト と し て 有 用 で あ る 。 成 形 フ ィ ル ム の 男 性 用 突 出 部 は 、 好 ま し
く は 吸 収 性 コ ア の 方 向 を 向 い て い る 。 そ の よ う な 構 造 に お い て は 、 高 吸 収 性 高 分 子 の 目 的
は 、 成 形 フ ィ ル ム の 男 性 用 突 出 部 を 通 過 す る 任 意 の 流 体 を 吸 収 し 、 そ の よ う な 流 体 が バ ッ
ク シ ー ト の 外 側 の 表 面 に 到 達 す る の を 防 ぐ と い う こ と で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 に 示 す の は 、 こ こ で 使 用 さ れ る い く つ か の 用 語 及 び 語 句 の 定 義 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 記 述 全 体 を 通 し て 使 用 さ れ る 「 吸 収 性 衣 類 」 、 「 吸 収 性 物 品 」 、 あ る い は 単 に 「 物
品 （ 製 品 ） 」 と い う 表 現 は 、 流 体 、 体 液 、 及 び 他 の 体 の 滲 出 物 を 吸 収 し 含 有 す る 発 明 品 の
こ と を 指 す 。 よ り 具 体 的 に 言 う と 、 こ れ ら の 用 語 は 、 雑 巾 、 肉 の 受 け 皿 、 及 び 他 の 吸 収 性
材 料 の よ う な 液 体 を 吸 収 す る の に 使 用 さ れ る 材 料 の こ と を 指 し 、 そ し て 、 こ れ ら の 用 語 は
、 着 用 者 の 体 に 寄 せ て 又 は 近 づ け て 配 置 さ れ 、 体 か ら 排 出 さ れ る 様 々 な 滲 出 物 を 吸 収 し 含
有 す る 衣 類 の こ と を 指 す 。 吸 収 性 衣 類 の 具 体 例 の 不 完 全 な リ ス ト に は 、 お む つ 、 お む つ カ
バ ー 、 使 い 捨 て お む つ 、 ト レ ー ニ ン グ パ ン ツ 、 吸 収 性 パ ン ツ 、 女 性 用 衛 生 製 品 、 及 び 成 人
用 失 禁 製 品 が 含 ま れ る 。 そ の よ う な 衣 類 は 、 一 回 使 用 し た だ け で 捨 て る 又 は 部 分 的 に 捨 て
る こ と が 意 図 さ れ て い る （ 「 使 い 捨 て 」 衣 類 ） 。 そ の よ う な 衣 類 は 、 本 質 的 に 単 一 の 分 離
で き な い 構 造 を 含 ん で も よ く （ 「 単 一 」 衣 類 ） 、 あ る い は 置 換 で き る 挿 入 物 や 他 の 交 換 可
能 な 部 位 を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 使 い 捨 て で あ ろ う と そ う で な か ろ う と 、 制 限 な く 、 全 て の 前 述 し た 類 の 吸 収
性 衣 類 に 使 用 し て よ い 。 本 発 明 は 、 こ こ で 記 述 さ れ た も の も 含 め て 、 制 限 な く 、 全 て の 類
及 び 型 の 吸 収 性 衣 類 を 包 含 す る と 理 解 さ れ る だ ろ う 。 好 ま し く は 、 吸 収 性 複 合 材 料 は 、 衣
類 の 心 地 よ さ と 外 観 を 改 善 す る た め に 、 薄 い 方 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 記 述 全 体 を 通 し て 、 「 配 置 さ れ た （ disposed） 」 と い う 用 語 及 び 「 ～ 上 に 配 置 さ れ
た (disposed on)」 、 「 ～ 上 に 配 置 さ れ て い る (disposing on)」 、 「 ～ 中 に 配 置 さ れ た (di
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sposed in)」 、 「 ～ の 間 に 配 置 さ れ た (disposed between)」 と い う 表 現 及 び そ の 変 形 （ 例
え ば 、 「 配 置 さ れ た 」 製 品 の 記 述 が 、 「 配 置 」 と 「 上 」 と い う 語 の 間 に 差 し 挟 ま れ る ） は
、 あ る 要 素 が 他 の 要 素 に 不 可 欠 で あ る こ と 意 味 す る よ う に 意 図 さ れ て い る か 、 あ る い は あ
る 要 素 が 他 の 要 素 に 結 合 し た か 、 他 の 要 素 と 一 緒 に 配 置 さ れ た か 、 他 の 要 素 の 近 く に 配 置
さ れ た 分 離 し た 構 造 で あ っ て よ い こ と を 意 味 す る よ う に 意 図 さ れ て い る 。 従 っ て 、 吸 収 性
衣 類 の あ る 要 素 の 「 上 に 配 置 さ れ た 」 構 成 部 材 （ 部 材 ： component） は 、 直 接 的 に 又 は 間
接 的 に 要 素 の 表 面 で 成 形 さ れ 又 は 適 用 さ れ 、 多 重 層 の 要 素 の 層 の 間 で 成 形 さ れ 又 は 適 用 さ
れ 、 要 素 と 一 緒 に 配 置 さ れ た 又 は 要 素 の 近 く に 配 置 さ れ た 基 材 で 成 形 さ れ 又 は 適 用 さ れ 、
要 素 又 は 他 の 基 材 の 層 内 で 成 形 さ れ 又 は 適 用 さ れ 、 あ る い は 他 の 変 形 か こ れ ら の 組 合 せ で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 記 述 全 体 を 通 し て 、 「 ト ッ プ シ ー ト 」 及 び 「 バ ッ ク シ ー ト 」 と い う 表 現 は 、 吸 収 性
コ ア に 関 す る こ れ ら の 材 料 又 は 層 の 関 係 を 示 す も の で あ る 。 追 加 的 な 層 が 、 吸 収 性 コ ア と
ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に 存 在 し て も よ く 、 追 加 的 な 層 及 び 他 の 材 料 は 、 ト ッ プ
シ ー ト 又 は バ ッ ク シ ー ト と は 反 対 の 吸 収 性 コ ア の 側 に 存 在 し て も よ い こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 吸 収 性 」 と い う 表 現 は 、 乾 燥 し た 材 料 の 重 量 と 比 較 し た 場 合 の 、 あ る
与 え ら れ た 時 間 の 長 さ で 材 料 が 与 え ら れ た 液 体 を 吸 収 す る 量 を 意 味 し 、 ” Xg/g＠ Y min”
の よ う に 表 記 さ れ 、 こ こ で Xは 、
　 （ 吸 収 さ れ た 液 体 の 重 量 ） /乾 燥 し た 試 料 材 料 の 重 量
で あ り 、 材 料 を 十 分 な 液 体 に Y分 間 沈 め た 後 に Xを 計 測 す る 。 吸 収 性 は 、 以 下 の 試 験 方 法 の
節 で 示 さ れ た 手 順 に 従 っ て 決 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 最 大 限 の 流 体 の 排 出 の 領 域 を 直 接 取 り 囲 む 領 域 」 や 「 損 傷 点 (insult 
point)」 と い う 語 句 は 、 最 大 限 の 流 体 （ 即 ち 液 体 ） の 領 域 を 取 り 囲 む 表 面 積 及 び /又 は 固
形 の 廃 棄 物 の 排 出 と そ の 領 域 か ら 全 て の 方 向 へ の 約 １ イ ン チ の 広 が り を 示 す 。 こ の 記 述 全
体 を 通 し て 、 「 周 辺 」 、 「 周 辺 領 域 」 、 又 は 「 ～ の 周 辺 領 域 」 と い う の は 、 最 大 限 の 流 体
の 排 出 の 領 域 以 外 の 表 面 積 及 び そ れ を 直 接 取 り 囲 む 領 域 の こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 障 壁 」 と い う 用 語 は 、 液 体 が 実 質 的 に 透 過 で き ず 、 少 な く と も 50 mba
r の 水 の ヒ ド ロ ヘ ッ ド (hydrohead)の 耐 え る フ ィ ル ム 、 積 層 体 、 又 は 他 の 織 物 を 意 味 す る
。 こ こ で 使 わ れ る ヒ ド ロ ヘ ッ ド と い う の は 、 織 物 の 液 体 障 壁 特 性 の 計 測 の こ と を 指 す 。 し
か し な が ら 、 本 発 明 の 障 壁 織 物 は 、 80 mbar、 150 mbar、 さ ら に は 300 mbarの 水 よ り も 大
き な ヒ ド ロ ヘ ッ ド 値 を 有 し て い る こ と に 注 目 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 通 気 性 」 と い う 用 語 は 、 約 300 g/m 2 /24 hoursの 最 小 限 の WVTRを 有 す
る 水 蒸 気 が 透 過 で き る 材 料 の こ と を 指 す 。 織 物 の WVTRは 、 水 蒸 気 の 透 過 速 度 で あ り 、 あ る
態 様 に お い て は 、 織 物 を 着 用 し た ら ど れ だ け 心 地 よ い か の か を 指 し 示 し て く れ る 。 WVTR（
water vapor transmission rate） は 、 以 下 で 示 し た よ う に 計 測 さ れ 、 そ の 結 果 は 、 グ ラ
ム /平 方 メ ー ト ル /日 で 報 告 さ れ る 。 し か し な が ら 、 通 気 性 障 壁 の 応 用 に お い て は 、 典 型 的
に は 高 い WVTRを 有 す る こ と が 望 ま し く 、 本 発 明 の 通 気 性 積 層 体 は 、 約 800 g/m 2 /day、 1500
 g/m 2 /day、 又 は さ ら に は 3000 g/m 2 /dayを 超 え る WVTRを 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 使 わ れ 、
, by Andrew Peacock, published by Marcel Dekker, New York, 2000. p.128に あ る 「 ％
伸 び 」 と い う の は 、 試 料 の 長 さ を 元 来 の 試 料 の 長 さ で 割 っ て 100倍 し た 増 加 分 と し て 定 義
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Schwartzに 対 し て 与 え ら れ た 米 国 特 許 第 4,116,892号 及 び 第 4,223,059号 （ 「 Schwartz」
特 許 ） で は 、 丸 い 歯 の デ ザ イ ン の ギ ア の 増 分 延 伸 工 程 の 延 伸 比 を 近 似 す る の に 使 用 さ れ る
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方 法 論 が 記 述 さ れ て い る 。 ギ ア の 選 択 及 び デ ザ イ ン は 、 望 ま し い 製 品 の 特 性 に よ っ て 及 び
望 ま し い 工 程 の 構 成 （ 空 間 的 制 限 、 ロ ー ル の 直 径 、 ロ ー ル と ギ ア の 製 造 技 術 等 ） に よ っ て
推 進 さ れ る 。 こ う し た 考 慮 は 、 Schwartzの 特 許 で 十 分 詳 細 に 議 論 さ れ て お り 、 そ の そ れ ぞ
れ の 開 示 は 、 こ こ で は 参 照 に よ り 全 体 が 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 弾 性 的 」 と い う 用 語 は 、 バ イ ア ス 力 を か け た と き に 、 緩 ん だ バ イ ア ス
の か か っ て い な い 長 さ の 少 な く と も 150％ 以 上 で あ る 延 伸 さ れ た バ イ ア ス の か か っ た 長 さ
に ま で 伸 ば す こ と が で き 、 即 ち 延 伸 す る こ と が で き 、 伸 ば す 力 か ら 開 放 さ れ る と 、 伸 び の
少 な く と も 50％ は 縮 ま る 材 料 を 意 味 す る 。 仮 説 的 な 具 体 例 は 、 1.50イ ン チ ま で 伸 び る 1イ
ン チ の 材 料 の 試 料 で あ り 、 こ れ は バ イ ア ス 力 か ら 開 放 さ れ る と 、 1.25イ ン チ の 長 さ か そ れ
以 下 に 縮 ま る 。 こ の 試 料 は 、 25％ の 「 セ ッ ト 」 を 有 し て い る と 言 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 延 伸 で き る 」 と い う 用 語 は 、 少 な く と も 一 つ の 方 向 で 長 く す る こ と が
で き る 又 は 伸 ば す こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 自 由 膨 張 力 (Free-Swell Capacity)」 と い う 表 現 は 、 抑 制 さ れ て い な
い SAP粒 子 が 多 量 の 液 体 に さ ら さ れ た と き に 、 最 終 的 に 吸 収 す る 液 体 の 最 大 限 の 量 を 意 味
す る 。 あ る 液 体 に 対 す る あ る 能 力 の あ る SAPは 、 SAPが 例 え ば お む つ の 吸 収 性 コ ア に 含 ま れ
た と き に は 、 そ の 液 体 に 対 し て 、 異 な っ た 、 い く ら か 低 い 能 力 を 有 し て い る 。 自 由 膨 張 力
は 、 吸 収 性 と 同 様 の 方 法 で 計 測 さ れ 、 Y（ 時 間 の 長 さ ） が 記 載 さ れ な い こ と を 除 い て は 吸
収 性 と 同 様 に 表 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 吸 収 性 効 率 」 と い う 表 現 は 、 材 料 に 含 ま れ た SAPの 自 由 膨 張 力 に 対 す
る 材 料 の 全 吸 収 力 の 比 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 衣 類 」 と い う 用 語 は 、 着 用 さ れ る 任 意 の 型 の 衣 料 品 を 意 味 す る 。 衣 類
と い う 用 語 に は 、 工 業 用 作 業 着 及 び つ な ぎ 、 下 着 、 パ ン ツ 、 シ ャ ツ 、 ジ ャ ケ ッ ト 、 手 袋 、
靴 下 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 反 弾 性 的 」 及 び 「 非 弾 性 的 」 と い う 用 語 は 、 上 記 の 「 弾 性 的 」 の 定 義
の 範 囲 内 に な い 任 意 の 材 料 の こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 感 染 制 御 製 品 」 と い う 表 現 は 、 外 科 医 の ガ ウ ン や ド レ ー プ 、 顔 マ ス ク
、 ふ っ く ら し た 帽 子 の よ う な ヘ ッ ド カ バ ー 、 外 科 医 の 帽 子 及 び 頭 巾 、 靴 カ バ ー の よ う な 履
物 、 ブ ー ツ カ バ ー 及 び ス リ ッ パ 、 巻 き つ け ら れ た 着 衣 、 包 帯 、 殺 菌 ラ ッ プ 、 手 ぬ ぐ い 、 白
衣 の よ う な 衣 類 、 つ な ぎ 、 エ プ ロ ン 及 び ジ ャ ケ ッ ト 、 患 者 の 寝 床 、 担 架 及 び か ご 型 ベ ッ ト
の シ ー ツ 等 の よ う な 医 療 向 け の 品 目 の こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 非 吸 収 性 物 品 」 と い う 語 句 は 、 衣 類 、 保 護 カ バ ー 、 及 び 感 染 制 御 製 品
を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 透 過 性 」 と い う 用 語 は 、 蒸 気 や 液 体 に 対 す る 材 料 の 透 過 性 の こ と を 指
す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 点 結 合 」 と い う 表 現 は 、 複 数 の 不 連 続 点 で 一 つ 以 上 の 織 物 を 結 合 さ せ
る こ と を 意 味 す る 。 例 え ば 熱 的 点 結 合 と い う の は 、 結 合 す べ き 一 つ 以 上 の 層 を 加 熱 さ れ た
ロ ー ル （ 例 え ば 彫 刻 模 様 ロ ー ル と 金 床 （ 又 は 滑 ら か な カ レ ン ダ ー ） ロ ー ル ） の 間 を 通 過 さ
せ る こ と を 一 般 的 に は 含 む 。 彫 刻 ロ ー ル は そ の 表 面 に あ る 方 法 で 模 様 が 付 け ら れ て い る の
で 、 織 物 全 体 が そ の 表 面 全 体 で 結 合 す る こ と は な く 、 そ し て 金 床 ロ ー ル は 通 常 は 平 坦 で 滑
ら か な 表 面 を 有 し て い る 。 結 果 と し て 、 美 観 上 の 理 由 か ら だ け で な く 、 機 能 上 の 理 由 か ら
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、 彫 刻 ロ ー ル 向 け の 様 々 な 模 様 が 開 発 さ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 保 護 カ バ ー 」 と い う 語 句 は 、 床 の カ バ ー 、 テ ー ブ ル ク ロ ス 、 及 び ピ ク
ニ ッ ク 場 の カ バ ー ば か り で な く 、 車 、 ト ラ ッ ク 、 ボ ー ト 、 飛 行 機 、 オ ー ト バ イ 、 自 転 車 、
ゴ ル フ カ ー 等 の 乗 り 物 用 の カ バ ー 、 グ リ ル の よ う に し ば し ば 屋 外 に 置 か れ る 道 具 、 庭 用 の
道 具 （ 草 刈 機 、 回 転 耕 運 機 等 ） 及 び 芝 生 用 の 備 品 用 の カ バ ー を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 セ ッ ト 」 と い う 用 語 は 、 バ イ ア ス 力 を 取 り 除 い た 後 に 残 っ て い る 延 伸
量 を 意 味 し 、 元 来 の 長 さ の パ ー セ ン テ ー ジ で 表 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 超 音 波 結 合 」 と い う 表 現 は 、 Bornslaegerら に 対 す る 米 国 特 許 第 4,374
,888号 又 は Goodmanら に 対 す る 米 国 特 許 第 5,591,278号 に お い て 説 明 さ れ て い る よ う に 、 例
え ば ソ ニ ッ ク ホ ー ン と 金 床 ロ ー ル の 間 を 織 物 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 行 わ れ る 工 程 を 意
味 し 、 こ れ ら の 文 献 の 開 示 は 、 こ こ で は 参 照 に よ り 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 可 塑 剤 」 と い う 表 現 は 、 高 分 子 化 合 物 に 添 加 し た と き に 、 高 分 子 化 合
物 の 加 工 の 容 易 さ を 増 大 さ せ る か 、 又 は 加 工 し た 後 の 高 分 子 化 合 物 の 強 靭 さ 及 び 柔 軟 性 を
増 大 さ せ る 有 機 化 合 物 の こ と を 指 す 。 可 塑 剤 に よ っ て 、 こ れ ら の こ と 全 て が 達 成 で き る こ
と も あ る 。 具 体 例 と な る 可 塑 剤 は 、 グ リ セ リ ン で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 SAP」 と い う 用 語 は 、 実 質 的 に 乾 燥 し た 状 態 で 、 自 分 の 重 量 の 20倍 以
上 の 水 溶 性 流 体 （ 例 え ば 水 道 水 ） を 自 発 的 に 吸 収 す る 能 力 を 有 す る 高 吸 収 性 高 分 子 を 意 味
す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 SAP速 度 」 と い う 表 現 は 、 高 吸 収 性 物 質 が 液 体 を 吸 収 す る 速 度 を 意 味
す る 。 高 吸 収 性 物 質 の 速 度 は 、 そ の 組 成 、 既 に 吸 収 さ れ た 液 体 の 量 、 及 び 吸 収 に 利 用 で き
る 液 体 の 量 を 含 め た 多 く の 因 子 に 依 存 し て い る 。 顆 粒 の 形 態 で は 、 市 販 の 高 吸 収 性 物 質 は
、 抑 制 さ れ ず に 多 量 の 水 に さ ら し た と き に は 、 そ の 自 由 膨 張 力 の 水 を 吸 収 す る の に 、 お よ
そ 1分 か ら 3分 か か る 。 高 吸 収 性 物 質 を 毛 羽 の よ う な 他 の 吸 収 性 材 料 と 共 に 吸 収 性 コ ア に 組
み 込 む と 、 よ り 少 な い 液 体 と 接 触 し 、 抑 制 さ れ る と い う こ と が 主 な 理 由 で 、 液 体 を よ り ゆ
っ く り と 吸 収 す る 。 全 て の 高 吸 収 性 物 質 は 、 乾 燥 し て い る と き は あ る 速 度 を 有 し て お り 、
液 体 を 吸 収 す る に つ れ て 、 高 吸 収 性 物 質 の 速 度 及 び 残 り の 能 力 が 減 少 し て い く 。 理 想 的 に
は 、 皮 膚 が 濡 れ た お む つ の 表 面 に さ ら さ れ る 時 間 は 10分 以 下 で あ り 、 即 ち 、 SAP速 度 は 10
分 以 内 に 損 傷 （ 体 液 の 一 回 の 排 出 ） の 吸 収 が で き る も の で な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 実 質 的 に 」 と い う 用 語 は 、 あ る 特 性 又 は パ ラ メ ー タ ー が 表 示 値 か ら 約
20％ 変 化 す る と い う こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 使 わ れ る 「 全 吸 収 力 」 と い う 表 現 は 、 過 剰 の 量 の 液 体 に さ ら さ れ た と き に 、 材 料
が 最 終 的 に 吸 収 す る 液 体 の 最 大 限 の 量 を 意 味 す る 。 全 吸 収 力 は 、 吸 収 力 と 同 様 の 方 法 で 計
測 さ れ 、 Y（ 時 間 の 長 さ ） が 記 載 さ れ な い こ と を 除 い て は 吸 収 力 と 同 様 の 方 法 で 表 記 さ れ
る 。 抑 制 さ れ て い な い SAPの 全 吸 収 力 は 、 そ の 自 由 膨 張 力 で あ る 。 理 論 的 に は 、 材 料 の 全
吸 収 力 は 、 無 限 に 時 間 が 経 過 し た 後 の そ の 吸 収 力 で あ る 。 実 用 的 な 見 地 か 言 う と 、 一 時 間
以 内 に 材 料 に よ っ て さ ら に 吸 収 さ れ る 液 体 の 量 が 、 乾 燥 し た 材 料 試 料 の 重 量 の 1％ 以 下 に
な る よ う な 時 間 を 時 限 と し て 定 義 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の あ る 実 施 形 態 に よ っ て 検 討 さ れ る 織 物 は 、 例 え ば 、 吹 き 付 け 成 形 、 注 型 、 及 び
キ ャ ス ト メ ル ト エ ン ボ ス 加 工 を 含 め た ポ リ オ レ フ ィ ン フ ィ ル ム の 工 程 を 利 用 し て 製 造 し て
も よ い 。 好 ま し い 工 程 は 、 キ ャ ス ト メ ル ト エ ン ボ ス 加 工 し た フ ィ ル ム の 工 程 で あ る 。 押 出
し 成 形 工 程 に お い て は 、 本 発 明 の フ ィ ル ム は 、 単 一 層 の フ ィ ル ム に 成 形 し て も よ く 、 又 は
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一 つ 以 上 の 層 の 多 重 層 の フ ィ ル ム か フ ィ ル ム の 複 合 体 で あ っ て も よ い 。 本 発 明 の フ ィ ル ム
に は 、 積 層 体 構 造 も 含 ま れ る 。 フ ィ ル ム 、 多 重 層 フ ィ ル ム 、 又 は 積 層 構 造 が 一 つ 以 上 の 層
の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 含 む 限 り は 、 そ の よ う な フ ィ ル ム 、 多 重 層 フ ィ ル ム 、
又 は 積 層 構 造 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て 検 討 さ れ て い る と 理 解 さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ト ッ プ シ ー ト -ト ッ プ シ ー ト の 主 な 機 能 は 、 液 体 を 獲 得 し 、 た と え 吸 収 性 物 品 、 非 吸 収
性 物 品 、 感 染 制 御 製 品 等 で あ っ て も 、 製 品 の 内 側 に 液 体 を 輸 送 す る こ と で あ る 。 例 え ば 図
９ に 示 し た よ う な 内 側 で SAPと 共 に 同 時 押 出 し 成 形 さ れ る ト ッ プ シ ー ト は 、 図 １ Aに 示 し た
工 程 で 製 造 す る こ と が で き る が 、 吸 収 力 が 増 強 さ れ た 非 常 に 薄 い 製 品 の 創 出 を 可 能 に す る
。 重 要 な こ と は 、 ト ッ プ シ ー ト の 内 側 の 層 内 の SAPは 、 再 び 濡 れ る こ と を 防 ぐ の に 役 立 つ
と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 バ ッ ク シ ー ト -バ ッ ク シ ー ト の 主 な 機 能 は 、 製 品 に 障 壁 を 与 え る こ と で あ る 。 バ ッ ク シ
ー ト が 通 気 性 を 有 す る こ と が 望 ま し い の で あ れ ば 、 通 気 性 の あ る 障 壁 を 与 え る と い う 課 題
は 、 同 時 押 出 し 成 形 さ れ た 開 口 さ れ た バ ッ ク シ ー ト を 提 供 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ 、 こ
こ で は 、 SAPの 機 能 性 は 、 た と え 少 量 で あ っ て も 、 フ ィ ル ム の 男 性 用 突 出 部 を 何 と か し て
通 過 し よ う と す る 任 意 の 液 体 を 吸 収 す る こ と で あ る 。 そ の よ う な フ ィ ル ム は 、 例 え ば 図 ７
と ８ に 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ADL-「 獲 得 -分 布 層 」 -ADLの 主 な 機 能 は 、 製 品 の 内 側 に 液 体 を 輸 送 し 、 そ の 一 方 で 液 体
を 製 品 の 表 面 全 体 に も 分 布 さ せ て 、 製 品 中 の ほ と ん ど の 又 は 全 て の 吸 収 性 材 料 が 利 用 さ れ
又 は 液 体 に 即 座 に さ ら さ れ る よ う に す る こ と で あ る 。 例 え ば 図 ９ に 示 し た よ う な 内 側 で SA
Pと 共 に 同 時 押 出 し 成 形 さ れ る ト ッ プ シ ー ト は 、 図 １ Aに 示 し た 工 程 で 製 造 す る こ と が で き
る が 、 改 良 さ れ た 分 布 及 び 吸 収 力 を 有 す る 非 常 に 薄 い 製 品 の 創 出 を 可 能 に す る 。 重 要 な こ
と は 、 ADLの 内 側 の 層 内 の SAPは 、 再 び 濡 れ る こ と を 防 ぐ の に 役 立 つ と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】

　 任 意 の 高 吸 収 性 高 分 子 （ SAP） が 、 本 発 明 に お い て 使 用 で き る 。 通 常 は 、 SAP成 分 は セ ル
ロ ー ス か ら 誘 導 さ れ る 粒 子 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 を ベ ー ス と し た 材 料 等 で あ る 。 典 型 的 に は 、
SAPは 顆 粒 の 形 態 で 製 造 さ れ 、 そ の よ う な 顆 粒 は 、 粒 径 分 布 及 び 平 均 粒 径 分 布 を 示 す 。 平
均 粒 径 分 布 は 、 未 延 伸 の フ ィ ル ム の 厚 さ と 関 係 が あ る べ き で あ り 、 最 も 大 き い 粒 子 が 未 延
伸 の フ ィ ル ム の 厚 さ に 適 合 す る よ う に な っ て い る 。 適 切 な 大 き さ よ り も 大 き く 製 造 さ れ た
粒 子 は 、 も し 必 要 な ら 、 適 切 な 大 き さ に な る ま で 細 か く し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 SAPと 混 合 し て 押 出 し 成 形 す る こ と の で き る 任 意 の 熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 本 発 明 に お い て 使
用 で き る 。 熱 可 塑 性 樹 脂 、 又 は 熱 可 塑 性 高 分 子 成 分 は 、 好 ま し く は 任 意 の フ ィ ル ム 成 形 樹
脂 で あ り 、 ポ リ エ チ レ ン 及 び ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 及 び そ れ ら の 混 合 物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ
ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ レ ン -酢 酸 ビ ニ ル （ EVA）
、 エ チ レ ン -ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン -メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ
ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン と 他 の エ ラ ス ト マ ー 状 熱 可 塑 性 樹 脂 、 及 び 他 の 適 切 な 熱 可 塑 性 高 分 子
、 及 び こ れ ら の 組 合 せ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 般 的 に は 、 数 多 く の ポ リ オ レ フ ィ ン が 、 こ こ で 記 述 さ れ た 技 術 及 び 用 途 に お い て 有 用
で あ る こ と が 理 解 さ れ る だ ろ う 。 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て 検 討 さ れ る ポ リ オ レ フ ィ ン の 群
に は 、 メ タ ロ セ ン 触 媒 に よ る ポ リ エ チ レ ン 、 直 鎖 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 及 び 超 低 密 度 ポ リ
エ チ レ ン （ 0.88-0.935 g/cm 3 ） 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ 0.935-0.970 g/cm 3 ） 、 Ziegler-N
atta触 媒 に よ る 直 鎖 状 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン 、 従 来 か ら の 高 圧 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ LDPE）
、 及 び こ れ ら の 組 合 せ も 含 ま れ る 。 様 々 な エ ラ ス ト マ ー 及 び 他 の 柔 軟 な 高 分 子 を 一 緒 に ブ
レ ン ド し て も よ い 。 ブ レ ン ド に は 、 ス チ レ ン -イ ソ プ レ ン -ス チ レ ン （ ス チ レ ン 系 ブ ロ ッ ク
共 重 合 体 ） 、 ス チ レ ン -ブ タ ジ エ ン -ス チ レ ン （ ス チ レ ン 系 ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ） 、 ス チ レ ン
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-エ チ レ ン /ブ チ レ ン -ス チ レ ン （ ス チ レ ン 系 ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 ） 、 エ チ レ ン -プ ロ ピ レ ン （
ゴ ム ） 、 プ ロ ピ レ ン 単 独 重 合 体 /エ チ レ ン -プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 、 イ ン パ ク ト 共 重 合 体 の 混
合 物 及 び ブ レ ン ド 、 エ チ レ ン -プ ロ ピ レ ン -ジ エ ン -変 性 体 （ ゴ ム ） 、 エ チ レ ン -酢 酸 ビ ニ ル
、 エ チ レ ン -メ タ ク リ レ ー ト 、 エ チ レ ン -エ チ ル ア ク リ レ ー ト 、 及 び エ チ レ ン -ブ チ ル ア ク
リ レ ー ト が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 普 通 に 割 り 当 て ら れ た 米 国 特 許 第 5,733,628号 及 び 第 6,303,208号 で は 、 本 発 明 の 一 部 と
し て 検 討 さ れ る エ ラ ス ト マ ー 状 フ ィ ル ム 及 び 積 層 構 造 を 製 造 す る の に 使 用 さ れ る 材 料 が 記
述 さ れ て い る 。 こ れ ら の 特 許 の 開 示 は 、 こ こ で は 参 照 に よ り 全 体 が 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 添 加 剤 、 界 面 活 性 剤 、 充 填 剤 等 の よ う な 他 の 成 分 を 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性
織 物 に 含 め て も よ い 。 こ れ ら の 添 加 剤 、 界 面 活 性 剤 、 充 填 剤 等 は 、 い か な る 高 吸 収 性 物 質
も 含 ん で い な い 材 料 に お い て も 有 用 で あ る が 、 本 発 明 の 高 吸 収 性 織 物 と 共 に 同 時 押 出 し 成
形 さ れ る 。 本 発 明 に お い て 有 用 な 充 填 剤 に は 、 フ ィ ル ム を 形 成 す る 熱 可 塑 性 成 分 に 対 し て
親 和 力 が 低 く 、 且 つ そ れ よ り も 弾 性 が 十 分 に 低 い 任 意 の 無 機 又 は 有 機 材 料 が 含 ま れ る 。 好
ま し く は 、 充 填 剤 は 、 も し 使 用 す る の で あ れ ば 、 滑 ら か で な い 疎 水 性 の 表 面 を 有 す る 剛 直
な 材 料 で あ る か 、 又 は 表 面 に 疎 水 性 が 付 与 さ れ る よ う に 処 理 さ れ た 材 料 で あ る べ き で あ る
。 延 伸 前 に 約 1か ら 約 6ミ ル の 間 の 厚 さ を 一 般 的 に 有 し て い る フ ィ ル ム に 対 し て は 、 適 切 な
充 填 剤 の 好 ま し い 平 均 粒 径 は 、 約 0.5-5.0ミ ク ロ ン の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 無 機 充 填 剤 の 具 体 例 と し て は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ 、
珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル
シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ
グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 シ リ カ ク レ ー 等
が 含 ま れ る 。 炭 酸 カ ル シ ウ ム （ CaCO 3 ） は 、 価 格 が 安 く 、 白 色 で あ り 、 不 活 性 で あ り 、 入
手 し 易 い の で 特 に 好 ま し い 。 炭 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な 選 択 さ れ た 無 機 充 填 剤 は 、 好 ま し く
は 疎 水 性 と な る よ う に 表 面 処 理 さ れ て い る の が よ く 、 そ う す る と 充 填 剤 が 水 を は じ い て 凝
集 が 減 少 す る 。 ま た 、 充 填 剤 の 表 面 処 理 に よ り 、 熱 可 塑 性 高 分 子 の 前 駆 体 に 対 す る 充 填 剤
の 結 合 が 改 善 さ れ 、 そ の 一 方 、 応 力 を か け た と き に 前 駆 体 の フ ィ ル ム か ら 充 填 剤 を 引 き 離
す こ と が 可 能 に な る 。 充 填 剤 に 対 す る 好 ま し い 被 覆 は 、 ス テ ア リ ン 酸 カ ル シ ウ ム で あ り 、
こ れ は FDAに 準 拠 し て お り 、 容 易 に 入 手 で き る 。 木 の 粉 末 及 び 他 の セ ル ロ ー ス 型 粉 末 の よ
う な 有 機 充 填 剤 も 使 用 し て よ い 。 テ フ ロ ン 粉 末 や ケ ブ ラ ー 粉 末 の よ う な 高 分 子 粉 末 も 使 用
す る こ と が で き る 。 ポ リ オ レ フ ィ ン の 前 駆 体 に 添 加 さ れ る 充 填 剤 の 量 は 、 フ ィ ル ム の 望 ま
し い 特 性 次 第 で あ る 。 し か し な が ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 /充 填 剤 ブ レ ン ド の 重 量 の 約 20％ 以 上
の 量 の 充 填 剤 を 含 む WVTRが 良 好 な フ ィ ル ム を 製 造 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 と り わ け 、 そ の 後 行 わ れ る こ と に な っ て い る 延 伸 操 作 に よ っ て 、 高 分 子 前 駆 体 フ ィ ル ム
内 で 充 填 剤 の 位 置 で 創 出 さ れ た ボ イ ド （ 空 隙 ） の 相 互 の 連 結 を 確 実 に す る た め に 、 約 20重
量 ％ 以 上 の 充 填 剤 を 使 用 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。 さ ら に 、 高 分 子 樹 脂 /充 填 剤 組 成 物 の
約 70重 量 ％ 以 下 の 量 の 充 填 剤 を 含 む フ ィ ル ム を 製 造 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。 約 70重 量 ％
以 上 の 量 の 充 填 剤 は 、 混 合 す る の が 困 難 に な る こ と が あ る 。 本 発 明 に お い て 使 用 さ れ る 充
填 剤 の 量 の 好 ま し い 範 囲 に は 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ が 含 ま れ 、 よ り 好 ま し く は 、 約
40重 量 ％ か ら 約 60重 量 ％ で あ る 。 こ れ に 代 わ る 方 法 と し て 、 本 発 明 の フ ィ ル ム を 成 形 す る
の に 充 填 剤 を 使 用 し な い こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 重 量 ％ に 基 づ い て 広 い 範 囲 の 封 入 パ ラ メ ー タ ー で 広 い 範 囲 の 充 填 剤 を 記 述 し て き た が 、
そ れ で も 、 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 が 検 討 さ れ る 。 例 え ば 、 も っ と 高 い 又 は も っ と 低 い 比 重
の 充 填 剤 を 開 示 さ れ た 重 量 範 囲 外 の 量 で 高 分 子 前 駆 体 に 含 め て も よ い 。 そ の よ う な 組 合 せ
も 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て 検 討 さ れ る こ と が 理 解 さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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　 本 発 明 の 材 料 は 、 好 ま し く は 混 合 及 び 加 熱 装 置 内 で 混 合 及 び 加 熱 さ れ る 。 任 意 の 混 合 及
び 加 熱 装 置 と 方 法 が 、 本 発 明 に お い て 使 用 で き る が 、 特 に 好 ま し い 混 合 及 び 加 熱 装 置 と 方
法 は 、 押 出 し 成 形 装 置 及 び 工 程 で あ る 。 押 出 し 成 形 工 程 は 、 当 該 技 術 で よ く 知 ら れ て お り
、 こ こ で 提 供 さ れ る ガ イ ド ラ イ ン を 使 用 し て 、 本 発 明 の 高 吸 収 性 織 物 を 製 造 す る の に 、 任
意 の 適 切 な 押 出 し 成 形 工 程 が 使 用 で き る 。 こ れ ら の 押 出 し 成 形 工 程 に は 、 通 常 は 、 押 出 し
成 形 機 に 材 料 を 供 給 す る 機 械 、 材 料 を 溶 融 さ せ 混 合 す る 機 械 、 溶 融 し た 材 料 を 成 形 金 型 に
輸 送 す る 機 械 、 及 び 高 分 子 の 溶 融 シ ー ト を 冷 却 し て 高 分 子 フ ィ ル ム を 成 形 す る 機 械 が 含 ま
れ る 。 第 二 の フ ィ ル ム 又 は 織 物 が 溶 融 シ ー ト に 積 層 さ れ る 場 合 に は 、 そ の よ う な 第 二 の フ
ィ ル ム 又 は 織 物 は 、 冷 却 工 程 に 加 わ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 原 材 料 を 押 出 し 成 形 機 に 供 給 す る の に 適 切 な 方 法 及 び 装 置 は 、 一 般 的 に 知 ら れ て い る 。
好 ま し い 供 給 機 械 に は 、 真 空 パ イ プ に 連 結 さ れ た 真 空 ポ ン プ の よ う な 伝 達 機 械 が 含 ま れ 、
パ イ プ は 高 分 子 材 料 の 貯 蔵 所 に 沈 め ら れ て い る 。 制 御 さ れ た 方 法 で は 、 ポ ン プ に よ り パ イ
プ 内 に 真 空 が 発 生 し 、 そ れ に よ り パ イ プ が 貯 蔵 所 か ら 高 分 子 を 吸 引 し 、 そ れ を 供 給 ホ ッ パ
ー に 堆 積 さ せ る 。 供 給 ホ ッ パ ー に は 、 典 型 的 に は 押 出 し 成 形 機 の 受 け 入 れ 空 洞 （ キ ャ ビ テ
ィ ー ） に 制 御 さ れ た 量 の 高 分 子 を 正 確 に 堆 積 さ せ る 計 量 装 置 が 含 ま れ る 。 複 数 の 空 洞 及 び
供 給 ホ ッ パ ー が 、 単 一 の 押 出 し 成 形 機 に 存 在 し て も よ く 、 そ れ に よ っ て 複 数 の 成 分 の 供 給
が 可 能 に な る 。 こ れ に 加 え て 、 高 分 子 を 正 確 に 分 け る を 助 け る た め に 供 給 ホ ッ パ ー の 所 に
又 は 近 く に 帯 電 防 止 装 置 及 び 振 動 装 置 を 配 置 す る こ と が で き る 。 当 業 者 に 知 ら れ て い る 又
は 後 に 発 見 さ れ る 他 の 供 給 機 械 も 、 本 発 明 に お け る 使 用 が 検 討 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 発 明 の 高 吸 収 性 織 物 の 成 形 に 使 用 す る た め の 特 に 好 ま し い 押 出 し 成 形 機 は 、 ツ イ ン ス
ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 で あ る 。 異 な っ た 大 き さ の ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 は 、 Ther
mo Haake, Hamburg, Germanyか ら 入 手 で き る 。 受 け 入 れ 空 洞 は 、 押 出 し 成 形 機 の 容 器 の 長
さ に 沿 っ 様 々 な 地 点 に 配 置 し て よ い 。 押 出 し 成 形 機 の ス ク リ ュ ー は 、 容 器 の 内 側 で 回 転 し
、 そ れ に よ っ て 、 様 々 な 供 給 ホ ッ パ ー で 受 け 入 れ た 様 々 な 高 分 子 及 び 充 填 剤 は 、 溶 融 さ れ
、 混 合 さ れ 、 溶 融 成 形 金 型 ま で 輸 送 さ れ る 。 好 ま し い 溶 融 成 形 金 型 は 、 注 入 金 型 で あ る が
、 吹 き つ け フ ィ ル ム 金 型 の よ う な 他 の 型 の 金 型 も 可 能 で あ る 。 金 型 に よ り 溶 融 高 分 子 シ ー
ト が 成 形 さ れ 、 そ れ は そ の 後 冷 却 さ れ 、 フ ィ ル ム 又 は 積 層 構 造 が 創 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に 代 わ る 処 理 に お い て は 、 溶 融 高 分 子 が 、 ペ レ ッ ト 化 金 型 （ 複 数 の 小 さ な 穴 の あ い
た 平 た い 円 筒 状 の 板 ） を 通 過 し て 、 押 出 し 成 形 機 か ら 出 る 。 高 分 子 が 金 型 を 通 過 す る と き
に 、 高 分 子 の 糸 が 形 成 さ れ る 。 糸 は 、 そ の 後 冷 却 さ れ 、 回 転 す る ナ イ フ に よ っ て 切 断 さ れ
、 切 断 さ れ た 糸 は 、 「 混 合 さ れ た ペ レ ッ ト 」 と 呼 ば れ る 。 混 合 さ れ た ペ レ ッ ト は 、 そ れ か
ら 、 第 二 の 押 出 し 成 形 機 に 輸 送 さ れ 、 そ こ で 再 び 溶 融 さ れ 、 金 型 に 輸 送 さ れ 、 シ ー ト に 成
形 さ れ 、 そ れ が そ の 後 冷 却 さ れ て フ ィ ル ム 又 は 積 層 構 造 が 成 形 さ れ る 。 さ ら に 別 の こ れ に
代 わ る 処 理 に お い て は 、 混 合 さ れ た ペ レ ッ ト は 、 第 二 の 押 出 し 成 形 機 内 で 他 の 高 分 子 ペ レ
ッ ト と 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 冷 却 機 械 も 当 該 技 術 で よ く 知 ら れ て お り 、 現 在 知 ら れ て い る 又 は 今 後 発 見 さ れ る 任 意 の
冷 却 機 械 を 本 発 明 で 使 用 す る こ と が で き る 。 第 一 の 冷 却 機 械 は 、 互 い に 押 し 付 け 合 っ て い
る 二 つ の 冷 却 さ れ た ロ ー ル を 含 む エ ン ボ ス 加 工 す る 場 所 を 含 む 。 溶 融 高 分 子 は 、 エ ン ボ ス
加 工 ロ ー ル （ そ れ ぞ れ 彫 刻 ロ ー ル 、 金 床 ロ ー ル と 呼 ば れ る ） の 間 を 通 過 さ せ ら れ 、 そ こ で
、 冷 却 ロ ー ル と 接 触 し て 冷 却 さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 方 法 と し て 、 ロ ー ル は 、 彫 刻 ロ ー ル や
エ ン ボ ス 加 工 ロ ー ル で は な く て 、 共 に 滑 ら か で 冷 た い ロ ー ル で あ っ て よ い 。 別 の よ く 知 ら
れ た 冷 却 装 置 で は 、 単 独 の ロ ー ル 上 を 高 分 子 シ ー ト を 通 過 さ せ て 、 空 気 や 冷 却 水 の カ ー テ
ン を 溶 融 高 分 子 に か け 、 単 独 の 冷 却 ロ ー ル と 接 触 さ せ る と い う こ と が 含 ま れ る 。 空 気 の カ
ー テ ン 及 び ロ ー ル と の 接 触 は 共 に 冷 却 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 別 の よ く 知 ら れ た 冷 却 機 械 で は 、 真 空 の 存 在 下 、 開 口 ス ク リ ー ン 上 を 高 分 子 シ ー ト を 通
過 さ せ る と い う こ と が 含 ま れ る 。 真 空 に よ っ て 高 分 子 シ ー ト が ス ク リ ー ン と 密 接 に 接 触 す
る よ う に な り 、 高 分 子 が 冷 却 さ れ る 。 あ る 実 施 形 態 に お い て は 、 真 空 と ス ク リ ー ン の 組 合
せ に よ り 、 高 分 子 シ ー ト が 開 口 ス ク リ ー ン の 表 面 の 形 状 に 合 致 し 、 フ ィ ル ム 中 に 突 出 部 が
成 形 さ れ る 。 ス ク リ ー ン と 接 触 す る フ ィ ル ム の 側 は 、 成 形 フ ィ ル ム の 内 側 の 表 面 と 呼 ば れ
、 内 側 の 表 面 と 反 対 の フ ィ ル ム の 側 は 、 成 形 フ ィ ル ム の 外 側 の 表 面 と 呼 ば れ る 。 突 出 部 は
、 開 口 し て い て も よ く 、 又 は 開 口 し て い な く て も よ い 。 こ う し た 方 法 で 開 口 高 分 子 フ ィ ル
ム を 成 形 す る こ と は 、 当 該 技 術 で は よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】

　 普 通 に 割 り 当 て ら れ た 米 国 特 許 第 4,995,930号 、 第 5,591,510号 、 第 5,635,275号 、 第 5,6
35,276号 、 第 5,660,882号 、 第 5,698,054号 、 第 5,762,643号 、 第 5,733,628号 、 第 5,783,01
4号 、 第 6,242,074号 、 及 び 第 6,303,208号 で は 、 真 空 成 形 積 層 （ VFL） と 呼 ば れ る 積 層 技 術
が 記 載 さ れ て お り 、 こ こ で は 、 真 空 の 存 在 下 、 開 口 ス ク リ ー ン 上 を シ ー ト の 連 続 部 分 が 通
過 す る の で 、 溶 融 高 分 子 シ ー ト の 上 に 織 物 基 材 が 置 か れ る 。 こ れ ら の 特 許 の そ れ ぞ れ の 開
示 は 、 こ こ で は 参 照 に よ り 全 体 が 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。 織 物 基 材 は 不 織 布 で も よ く 、 又 は
薄 い 高 分 子 基 材 で も よ い が 、 通 気 性 は あ っ て も な く て も よ い 。 基 材 は 単 一 層 の 基 材 又 は 多
重 層 の 基 材 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 押 出 し 成 形 積 層 、 点 結 合 、 超 音 波 結 合 、 及 び 接 着 剤 結 合 の よ う な 他 の 積 層 技 術 も 、 本 発
明 の 一 部 と し て 検 討 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】

　 延 伸 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 製 造 は 、 前 駆 体 の 織 物 を 延 伸 し て 、 相 互 に 連 結 し た ボ イ ド （
空 隙 ） を 形 成 さ せ る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 延 伸 又 は 「 配 向 」 は 、 例 え ば 流
れ 方 向 の 配 向 、 横 断 方 向 の 配 向 、 互 い に か み 合 う ギ ア の 配 向 （ IMG） 等 の 当 該 技 術 で 知 ら
れ た い く つ か の 方 法 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 米 国 特 許 第 6,264,864号 及 び 普 通 に 割 り 当 て ら れ た PCT公 表 WO99/22930で は 、 本 発 明 の 一
部 と し て 検 討 さ れ る 普 通 の 前 駆 体 の 配 合 及 び 既 知 の 延 伸 工 程 が 記 述 さ れ て い る 。 こ れ ら の
文 献 の 開 示 は 、 こ こ で は 参 照 に よ り 全 体 が 本 文 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 IMG延 伸 に お い て は 、 前 駆 体 の 織 物 が 、 流 れ 方 向 (machine direction)、 横 断 方 向 (trans
verse direction)、 又 は そ の 両 方 に 徐 々 に 配 向 さ れ て い く 。 い く つ か の 機 械 的 技 術 に よ り
フ ィ ル ム を 徐 々 に 配 向 さ せ る こ と が で き る が 、 好 ま し い 技 術 は 、 図 １ １ に 示 し た よ う な 一
対 の 互 い に か み 合 う ギ ア を 通 し て フ ィ ル ム を 延 伸 す る こ と で あ る 。 そ こ で は 、 フ ィ ル ム が
、 一 定 の 距 離 を お い た 又 は ピ ッ チ （ W） の 分 だ け 離 れ た 複 数 の 歯 の 頂 点 １ ８ に よ っ て 収 縮
す る こ と が 分 か る だ ろ う 。 そ れ ぞ れ の 歯 の 頂 点 １ ８ は 、 反 対 の ロ ー ラ ー 上 の 歯 の 間 の 開 い
た ス ペ ー ス ２ ０ に 達 し て い る 。 か み 合 い の 度 合 い は 、 歯 の 深 さ （ d） 及 び ロ ー ラ ー の 相 対
的 な 位 置 の 両 方 に 依 存 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 IMGの 流 れ 方 向 の 配 向 は 、 典 型 的 に は 、 図 １ ２ に 示 し た よ う な 一 対 の ロ ー ラ ー １ ６ の よ
う な ギ ア を 通 し て フ ィ ル ム を 延 伸 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 IMGの 横 断 方 向 の 配 向 は
、 図 １ ３ に 示 し た よ う な 一 対 の デ ィ ス ク 状 の ロ ー ラ ー を 通 し て フ ィ ル ム を 延 伸 す る こ と に
よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 歯 の ピ ッ チ W=0.066” の ロ ー ラ ー が 使 用 さ れ る が 、 約 0.040” か
ら 0.150” の ピ ッ チ も 受 け 入 れ ら れ る 。 歯 の 深 さ （ d） は 、 好 ま し く は 0.100” で あ る が 、
約 0.030” か ら 0.500” の 歯 の 深 さ も 受 け 入 れ ら れ る 。 横 断 方 向 の 配 向 の ロ ー ラ ー に 対 し て
は 、 機 械 的 干 渉 が 横 断 方 向 の ロ ー ラ ー に 関 し て は 、 よ り 問 題 と は な ら な い の で 、 図 １ ３ に
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示 し た よ う に 、 深 さ は 約 1.000” ま で 上 げ て も よ い 。 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は
、 華 氏 約 50度 か ら 約 210度 の 間 で 温 度 制 御 す る こ と の で き る IMGロ ー ラ ー を 使 用 す る 。 よ り
好 ま し い の は 、 華 氏 約 70度 か ら 約 190度 の 間 の 温 度 範 囲 で あ る 。 本 発 明 で の 使 用 に さ ら に
好 ま し い 温 度 範 囲 は 、 華 氏 約 85度 か ら 約 180度 の 範 囲 の い ず れ か で あ り 、 最 も 好 ま し い 温
度 範 囲 は 、 華 氏 約 95度 か ら 約 160度 で あ る 。 ロ ー ル の 温 度 は 、 加 熱 さ れ た 又 は 冷 却 さ れ た
液 体 の 内 部 で の 流 れ 、 電 気 系 統 、 冷 却 /加 熱 の 外 部 の 源 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び 普 通 の 当
業 者 に と っ て 明 白 な 他 の 温 度 制 御 及 び 維 持 方 法 を 使 用 し て 維 持 さ れ る 。 好 ま し い 実 施 形 態
は 、 加 熱 さ れ た 又 は 冷 却 さ れ た 液 体 を ロ ー ラ ー を 通 す 内 部 で の 流 れ で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ロ ー ラ ー の 歯 の か み 合 い の 深 さ は 、 織 物 に 付 与 さ れ る 配 向 の 度 合 い を 決 定 す る 。 織 物 の
多 く の 物 理 的 特 性 が 影 響 を 受 け る の で 、 ロ ー ラ ー の 歯 の か み 合 い の 深 さ と 前 駆 体 の 織 物 の
組 成 の 間 で 通 常 は バ ラ ン ス が と ら れ る 。 ピ ッ チ 、 歯 の 深 さ 、 及 び か み 合 わ せ の 深 さ の 選 択
に 影 響 を 与 え る い く つ か の 因 子 と し て は 、 織 物 の 組 成 、 望 ま し い 最 終 特 性 （ 通 気 性 、 吸 収
性 、 強 度 、 織 物 の 感 触 ） 、 及 び IMGロ ー ラ ー の 幅 が 含 ま れ る 。 織 物 の 最 終 的 な 用 途 も 、 そ
れ が 望 ま し い 最 終 特 性 を 決 定 す る の で 、 こ れ ら の 選 択 に 影 響 を 与 え る 。 幅 が 増 加 す る に つ
れ て 、 ロ ー ラ ー の 重 量 も 増 加 し 、 ロ ー ラ ー が 受 け る 偏 り の 度 合 い も 増 加 す る の で 、 IMGロ
ー ラ ー の 幅 に よ り 、 経 済 的 及 び 技 術 的 制 限 が 与 え ら れ る 。 偏 り は 、 延 伸 工 程 に お い て ば か
り で な く 、 ロ ー ラ ー の 製 造 工 程 に お い て 、 特 に ピ ッ チ と 歯 の 深 さ が 増 加 す る と き に 、 変 動
を 生 み 出 す 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ て 図 １ に 話 を 進 め る と 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ を 連 続 し て 創 出 す る た め
の 好 ま し い 工 程 は 、 好 ま し く は 、 典 型 的 に は ペ レ ッ ト の 形 態 に な っ て い る 少 な く と も 一 つ
の 室 温 に あ る 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ か ら 始 ま る 。 高 吸 収 性 高 分 子 粉 末 の よ う な 少 な く と も 一 つ
の 高 吸 収 性 高 分 子 １ ２ は 、 約 5重 量 ％ か ら 約 90重 量 ％ の 間 の SAPの 比 率 で 樹 脂 １ ０ に 添 加 し
て よ く 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の 間 の SAPで あ り 、 さ ら に 好 ま し く は
約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 65重 量 ％ で あ り 、 よ
り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ で あ り 、 そ し て 最 も 好 ま し く は 約 45重 量 ％ か ら 約
55重 量 ％ で あ る 。 樹 脂 及 び 吸 収 性 材 料 は 、 場 合 に よ っ て は 、 も し 望 ま し い の で あ れ ば 乾 燥
し た ブ レ ン ド ２ ２ を 創 出 す る た め に ド ラ イ ミ キ サ ー ２ ０ （ 図 １ Bを 参 照 ） 内 で ブ レ ン ド し
て も よ く 、 あ る い は 樹 脂 １ ０ 及 び SAP１ ２ を 押 出 し 成 形 機 ２ ４ に 別 々 に 供 給 し 、 そ こ で 混
合 し て も よ い 。 高 分 子 １ ２ が 粉 末 の 形 態 で あ る と き は 、 樹 脂 １ ０ と 高 吸 収 性 高 分 子 １ ２ を
ブ レ ン ド し な い 方 が 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 高 吸 収 性 高 分 子 １ ２ が 薄 片 又 は 繊 維 の 形 態
の と き に は 、 ブ レ ン ド す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ れ ぞ れ の 成 分 は 、 押 出 し 成 形 機 ２ ４ （ 好 ま し く は ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 ２ ４
） に 供 給 で き 、 そ こ で 樹 脂 １ ０ 及 び SAP１ ２ が 加 熱 さ れ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ が 溶 融 さ れ 、
溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 そ れ か ら 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ は 、 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 、
押 出 し 成 形 金 型 ４ ４ に 輸 送 さ れ 、 そ こ で 、 溶 融 シ ー ト ４ ６ に 成 形 さ れ る 。 そ れ か ら 溶 融 シ
ー ト ４ ６ を 冷 却 装 置 ５ ２ に よ っ て 冷 却 し て も よ く 、 例 え ば 、 エ ン ボ ス 加 工 ロ ー ル や チ ル ロ
ー ル の よ う な 冷 た い 表 面 ５ ２ に 接 触 す る よ う に 配 置 す る こ と に よ っ て 冷 却 さ れ 、 冷 却 さ れ
た シ ー ト ５ ４ が 形 成 さ れ る 。 冷 却 さ れ た シ ー ト ５ ４ は 、 そ の ま ま （ 押 出 し 成 形 さ れ た 吸 収
性 織 物 ） 利 用 す る こ と が で き 、 又 は そ の 後 、 延 伸 装 置 ５ ６ で 延 伸 し て 押 出 し 成 形 さ れ た 高
吸 収 性 織 物 ５ ８ を 成 形 す る こ と が で き る 。 延 伸 装 置 ５ ６ に は 、 冷 却 さ れ た シ ー ト ５ ４ を 流
れ 方 向 、 横 断 方 向 、 又 は そ の 両 方 に 延 伸 す る こ と の で き る 任 意 の 装 置 が 含 ま れ る 。 そ の よ
う な 装 置 に は 、 機 械 係 用 の 枠 、 様 々 な 速 度 で 回 転 す る 供 給 ロ ー ラ ー 、 IMGを 備 え 付 け た 延
伸 装 置 等 が 含 ま れ る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ は 、 も し 望 ま し い の で あ れ ば 、
ロ ー ル ６ ０ に 巻 き 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 発 明 の 方 法 の こ れ に 代 わ る 実 施 形 態 が 、 図 １ A及 び 図 １ Bに 描 か れ て い る 。 図 １ Aに お
い て は 、 溶 融 シ ー ト ４ ６ は 、 冷 却 装 置 ５ ２ に よ っ て 冷 却 す る こ と が で き 、 冷 却 さ れ た シ ー
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ト ５ ４ が 形 成 さ れ 、 こ れ を そ の ま ま （ 即 ち 延 伸 せ ず ） 利 用 す る と 、 押 出 し 成 形 さ れ た 織 物
５ ８ が 形 成 さ れ る 。 図 １ Bに お い て は 、 樹 脂 １ ０ と SAP８ を 混 合 す る こ と に よ っ て 、 SAP１
２ が 、 ま ず 押 出 し 成 形 機 ２ ４ 中 で 混 合 さ れ 、 混 合 さ れ た SAP１ ２ が 形 成 さ れ る 。 混 合 さ れ
た SAP１ ２ は 、 そ れ か ら 直 接 第 二 の 押 出 し 成 形 機 ２ ４ に 供 給 す る こ と が で き 、 場 合 に よ っ
て は 、 同 じ 又 は 異 な っ た 樹 脂 １ ４ と 一 緒 で あ り 、 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 も し 、
望 ま し い の で あ れ ば 、 乾 燥 ブ レ ン ド ２ ２ を 創 出 す る た め に 、 混 合 さ れ た SAP１ ２ を ド ラ イ
ミ キ サ ー ２ ０ 中 で 樹 脂 １ ４ と 乾 式 混 合 し て も よ い 。 乾 燥 ブ レ ン ド ２ ２ は 、 そ れ か ら 任 意 の
添 加 剤 等 と 一 緒 に 第 二 の 押 出 し 成 形 機 ２ ４ に 供 給 す る こ と が で き 、 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ が 形
成 さ れ る 。 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ は 、 そ れ か ら 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 押 出 し 成 形 金 型 ４ ４ ま で
輸 送 さ れ 、 そ こ で 、 溶 融 シ ー ト ４ ６ に 成 形 さ れ る 。 溶 融 シ ー ト ４ ６ は 、 そ れ か ら 冷 却 装 置
５ ２ に よ っ て 冷 却 し て も よ く 、 例 え ば 、 エ ン ボ ス 加 工 ロ ー ル の よ う な 冷 た い 表 面 ５ ２ と 接
触 す る よ う に 配 置 す る こ と に よ っ て 冷 却 さ れ 、 冷 却 さ れ た シ ー ト ５ ４ が 形 成 さ れ る 。 冷 却
さ れ た シ ー ト ５ ４ を そ の 後 延 伸 装 置 ５ ６ 中 で 延 伸 す る こ と が で き 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸
収 性 織 物 ５ ８ が 成 形 さ れ る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ を そ れ か ら ロ ー ル ６ ０ に
巻 き 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 さ て 、 図 ２ に 話 を 進 め る と 、 少 な く と も 二 つ の 層 を 含 む 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物
５ ８ を 連 続 し て 創 出 す る の に 好 ま し い 工 程 は 、 室 温 下 に あ る 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹
脂 １ ０ か ら 始 ま り 、 そ れ は 典 型 的 に は ペ レ ッ ト の 形 態 で あ る 。 高 吸 収 性 高 分 子 粉 末 の よ う
な 少 な く と も 一 つ の 吸 収 性 高 分 子 １ ２ は 、 好 ま し く は 約 5重 量 ％ か ら 約 90重 量 ％ の 間 の SAP
の 量 で 樹 脂 １ ０ に 添 加 さ れ 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の 間 の SAPで あ り
、 さ ら に 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約
65重 量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ で あ り 、 そ し て 最 も 好 ま し く
は 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ で あ る 。 図 １ Bを 参 照 し な が ら 上 述 し た よ う に し て 、 乾 燥 ブ
レ ン ド ２ ２ を 創 出 す る た め に ド ラ イ ミ キ サ ー ２ ０ 中 で 樹 脂 １ ０ と 吸 収 性 材 料 １ ２ を 場 合 に
よ っ て は ブ レ ン ド し て も よ い が 、 高 吸 収 性 材 料 が 粉 末 の 形 態 の と き に は 、 成 分 を ブ レ ン ド
し な い 方 が 好 ま し い 。 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ と 吸 収 性 材 料 １ ２ は 、 押 出 し 成 形 機 ２ ４ に 供 給 さ
れ 、 そ こ で 材 料 は 加 熱 さ れ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ は 溶 融 さ れ 、 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ が 形 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ は 、 そ れ か ら 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 押 出 し 成 形 金 型 ４ ４ に 輸 送 さ れ 、
そ こ で 溶 融 シ ー ト ４ ６ に 成 形 さ れ る 。 溶 融 シ ー ト ４ ６ は 、 不 織 布 ５ ０ 及 び /又 は 冷 却 装 置
５ ２ （ 例 え ば エ ン ボ ス 加 工 ロ ー ル や チ ル ロ ー ル の よ う な 冷 た い 表 面 ５ ２ ） と 接 触 す る よ う
に 配 置 す る こ と に よ っ て 冷 却 す る こ と が で き る 。 溶 融 織 物 ４ ６ と 不 織 布 ５ ０ が 結 合 し て 、
冷 却 さ れ た 積 層 体 ５ ４ が 形 成 さ れ る 。 冷 却 さ れ た 積 層 体 ５ ４ は 、 そ の ま ま （ 押 出 し 成 形 さ
れ た 吸 収 性 織 物 ） 利 用 す る こ と が で き 、 あ る い は そ の 後 、 延 伸 装 置 ５ ６ 中 で 延 伸 す る こ と
も で き 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ が 形 成 さ れ る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織
物 ５ ８ は 、 そ れ か ら ロ ー ル ６ ０ に 巻 き 付 け る こ と が で き る 。 当 業 者 は 、 図 １ -３ の い ず れ
か に 描 か れ た 装 置 を 修 正 し て 、 こ こ で 提 供 さ れ た ガ イ ド ラ イ ン を 用 い て 、 高 吸 収 性 織 物 ５
８ に 追 加 的 な 層 を 加 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 さ て 、 図 ３ に 話 を 進 め る と 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ を 連 続 し て 創 出 す る た
め の 別 の 好 ま し い 工 程 は 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ と 少 な く と も 一 つ の SAP高
分 子 １ ２ を 含 む 第 一 の 層 を 創 出 す る こ と か ら 始 ま る 。 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０
は 、 好 ま し く は 押 出 し 成 形 機 （ 好 ま し く は 室 温 下 の ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 ２ ４ ）
の 供 給 口 に 供 給 さ れ 、 そ れ は 、 典 型 的 に は ペ レ ッ ト の 形 態 で あ る 。 SAP粉 末 の よ う な 少 な
く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子 １ ２ も 、 例 え ば 、 室 温 下 の ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 ２
４ の 供 給 口 に 好 ま し く は 供 給 さ れ 、 そ れ は 典 型 的 に は ペ レ ッ ト の 形 態 で あ る 。 熱 可 塑 性 樹
脂 に 対 す る SAPの 重 量 比 は 、 約 10％ か ら 約 95％ の 樹 脂 に 対 し て 約 5％ か ら 約 90％ の SAPで あ
る よ う な 比 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 20％ か ら 約 70％ の 樹 脂 に 対 し て 約 30％ か ら 約 80％ の
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SAPで あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 約 30％ か ら 約 70％ の 樹 脂 に 対 し て 約 30％ か ら 約 70％ の SAPで
あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 35％ か ら 約 70％ の 樹 脂 に 対 し て 約 30％ か ら 約 65％ の SAPで あ り 、
よ り 好 ま し く は 約 45％ か ら 約 70％ の 樹 脂 に 対 し て 約 30％ か ら 約 55％ の 重 量 の SAPで あ り 、
最 も 好 ま し く は 約 45％ か ら 約 55％ の 樹 脂 に 対 し て 約 45％ か ら 約 55％ の SAPで あ る 。 場 合 に
よ っ て は 、 乾 燥 ブ レ ン ド ２ ２ を 創 出 す る た め に ド ラ イ ミ キ サ ー ２ ０ 中 で 熱 可 塑 性 樹 脂 と 高
吸 収 性 材 料 を ブ レ ン ド し て も よ い （ 図 １ B） 。 個 々 の 樹 脂 １ ０ と 高 吸 収 性 高 分 子 材 料 １ ２
は 、 そ れ か ら 押 出 し 成 形 機 ２ ４ に 供 給 さ れ 、 そ こ で そ れ ぞ れ の 材 料 は 加 熱 さ れ 、 熱 可 塑 性
樹 脂 １ ０ は 溶 融 さ れ 、 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ が 形 成 さ れ る 。 別 の 選 択 肢 は 、 樹 脂 １ ０ と 高 吸 収
性 高 分 子 材 料 １ ２ （ 及 び 他 の 添 加 剤 等 ） の ど ち ら か 一 方 又 は 両 方 を 押 出 し 成 形 機 ２ ４ の 供
給 口 以 外 の 所 に 供 給 す る こ と で あ る 。 押 出 し 成 形 機 及 び ス ク リ ュ ー の 型 の 異 な っ た 組 合 せ
が 、 当 該 技 術 で よ く 知 ら れ て お り 、 そ れ ら は 有 用 で あ る が 、 あ る 場 合 に は 、 押 出 し 成 形 機
の 製 造 業 者 に よ り 提 供 さ れ た 入 り 口 と は 異 な る 入 り 口 に 高 分 子 を 導 入 す る こ と が で き る 。
溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ は 、 そ れ か ら 、 好 ま し く は 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 押 出 し 成 形 金 型 ブ ロ ッ
ク ４ ０ に 輸 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 同 時 に 又 は ほ ぼ 同 時 に 、 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ４ と 場 合 に よ っ て は 吸 収 性 高
分 子 １ ６ を 含 む 第 二 の 層 を 創 出 す る こ と が で き る 。 第 二 の 層 を 成 形 す る の に 使 用 さ れ る 熱
可 塑 性 樹 脂 １ ４ は 、 第 一 の 層 を 成 形 す る の に 使 用 さ れ る 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ０ と 同 じ で も よ い
し 、 異 な っ て い て も よ い 。 こ れ に 加 え 、 第 二 の 層 を 成 形 す る の に 使 用 さ れ る 吸 収 性 高 分 子
１ ６ は 、 第 一 の 層 を 成 形 す る の に 使 用 さ れ る 吸 収 性 高 分 子 １ ２ と 同 じ で も よ い し 、 異 な っ
て い て も よ い 。 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ４ は 、 好 ま し く は 室 温 下 で 押 出 し 成 形 機 ３ ４ の 供 給 口 に 供
給 さ れ 、 そ れ は 典 型 的 に は ペ レ ッ ト の 形 態 で あ る 。 高 吸 収 性 高 分 子 粉 末 の よ う な 任 意 の 吸
収 性 高 分 子 １ ６ は 、 好 ま し く は 約 5重 量 ％ か ら 約 90重 量 ％ の 間 の SAPの 量 で 樹 脂 １ ４ に 添 加
さ れ 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の SAPで あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 約 30重
量 ％ か ら 約 70重 量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 65重 量 ％ で あ り 、 よ り 好 ま
し く は 約 30重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ で あ り 、 最 も 好 ま し く は 約 45重 量 ％ か ら 約 55重 量 ％ で あ
る 。 乾 燥 ブ レ ン ド を 創 出 す る た め に 、 場 合 に よ っ て は ド ラ イ ミ キ サ ー （ 図 示 し て い な い ）
中 で 樹 脂 と 吸 収 性 材 料 を ブ レ ン ド し て も よ い 。 乾 燥 ブ レ ン ド ３ ２ 、 即 ち そ れ ぞ れ の 熱 可 塑
性 樹 脂 １ ４ と 任 意 の 吸 収 性 高 分 子 １ ６ は 、 押 出 し 成 形 機 ３ ４ に 供 給 さ れ 、 そ こ で そ れ ぞ れ
の 材 料 は 加 熱 さ れ 、 熱 可 塑 性 樹 脂 １ ４ は 溶 融 さ れ 、 溶 融 ブ レ ン ド ３ ６ が 形 成 さ れ る 。 溶 融
ブ レ ン ド ３ ６ は 、 そ れ か ら 好 ま し く は 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 押 出 し 成 形 金 型 ブ ロ ッ ク ４ ０
に 輸 送 さ れ 、 そ こ で 溶 融 ブ レ ン ド ２ ６ と 混 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 混 合 さ れ た 層 は 、 好 ま し く は 金 型 ブ ロ ッ ク ４ ０ を 出 て 、 押 出 し 成 形 金 型 ４ ４ の 中 を 進 み
、 そ こ で 溶 融 し た 層 は 溶 融 シ ー ト ４ ６ に 成 形 さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 工 程 に お い て は 、 金 型
ブ ロ ッ ク ４ ０ は 使 用 さ れ ず 、 溶 融 し た 層 ２ ６ と ３ ６ は 、 押 出 し 成 形 機 ２ ４ と ３ ４ か ら 直 接
押 出 し 成 形 金 型 ４ ４ へ と 動 く 。 溶 融 シ ー ト ４ ６ は 、 任 意 の 不 織 布 （ 図 示 せ ず 、 実 施 形 態 は
図 ２ に 図 示 ） 及 び /又 は 冷 却 装 置 ５ ２ （ 例 え ば エ ン ボ ス 加 工 ロ ー ル や チ ル ロ ー ル の よ う な
冷 た い 表 面 ５ ２ ） と 接 触 す る よ う に 配 置 す る こ と に よ っ て 冷 却 す る こ と が で き る 。 溶 融 織
物 ４ ６ と 任 意 の 不 織 布 が 結 合 し て 、 冷 却 さ れ た 積 層 体 ５ ４ を 形 成 す る こ と も あ る 。 冷 却 さ
れ た 積 層 体 ５ ４ は 、 そ の ま ま （ 押 出 し 成 形 さ れ た 吸 収 性 織 物 ） 利 用 す る こ と が で き 、 又 は
そ の 後 、 延 伸 装 置 ５ ６ で 延 伸 す る こ と が で き 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 ５ ８ が 形 成
さ れ る 。 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 は 、 そ れ か ら ロ ー ル ６ ０ に 巻 き 付 け る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ れ ら の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 吸 収 体 の 構 造 は 、 広 い 範 囲 の 用 途 で 使 用 す る こ と が で き
る 。 例 え ば 、 女 性 用 衛 生 パ ッ ド 及 び 裏 地 、 赤 ち ゃ ん 用 お む つ 、 成 人 用 失 禁 の 用 途 、 使 い 捨
て 下 着 、 及 び 傷 の ケ ア の よ う な 衛 生 的 用 途 、 肉 の 受 け 皿 や 他 の 吸 収 性 梱 包 材 料 の よ う な 梱
包 の 用 途 が あ る 。 吸 収 体 の 構 造 は 、 こ れ ら の 用 途 に は 限 定 さ れ ず 、 吸 収 性 材 料 が 必 要 と さ
れ る と こ ろ で は ど こ で も 当 然 使 用 し て よ い 。
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【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ４ は 、 図 １ を 参 照 し て 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造 さ れ た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高
吸 収 性 織 物 の 断 面 図 を 示 し て い る 。 図 ４ Aは 、 図 ２ を 参 照 し て 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造
さ れ た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 を 示 し て い る 。 第 一 の 層 ４ ６ は 、
不 織 布 ５ ０ に 結 合 し て 、 組 合 せ コ ア /障 壁 積 層 体 と し て 有 用 な 複 合 材 料 が 成 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ５ は 、 図 ３ を 参 照 し て 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造 さ れ た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高
吸 収 性 織 物 の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る が 、 そ の 方 法 が 任 意 の 不 織 布 層 を 除 外 す る よ う に
修 正 さ れ た と こ ろ が 異 な っ て い る 。 第 一 の 層 ２ ６ は 、 第 二 の 層 ３ ６ に 結 合 し て 、 組 合 せ コ
ア /障 壁 積 層 体 と し て 有 用 な 複 合 材 料 が 成 形 さ れ る 。 第 二 の 層 は 、 主 と し て 通 気 性 の あ る
障 壁 層 で あ る が 、 そ の 障 壁 特 性 を 増 強 す る た め 、 高 吸 収 性 材 料 を 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、
第 一 の 層 ２ ６ が SAP含 有 層 で あ り 、 第 二 の 層 ３ ６ が 充 填 剤 層 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ６ は 、 図 ３ を 参 照 に し な が ら 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造 し た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ
た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 を 示 し て い る 。 第 一 の 層 は 、 主 要 な 高 吸 収 性 層 で あ り 、 第 二 の 層
は 、 主 と し て 通 気 性 の あ る 障 壁 層 で あ る が 、 そ の 障 壁 特 性 を 増 強 す る た め に 、 高 吸 収 性 材
料 が 含 ま れ て も よ い 。 第 三 の 層 は 、 織 物 の よ う な 特 性 と 感 触 を 与 え る 任 意 の 不 織 布 層 で あ
る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 ３ を 参 照 に し な が ら 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造 し た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ
た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る が 、 任 意 の 不 織 布 層 を 除 外 し 、 延 伸 工 程 も 除 外 す る よ う に
方 法 が 修 正 さ れ た と こ ろ が 異 な る 。 第 一 の 層 ２ ６ は 、 第 二 の 層 ３ ６ に 結 合 し て 、 複 合 材 料
が 成 形 さ れ る 。 代 わ り に 使 え る 冷 却 装 置 ５ ２ が 使 用 さ れ る 。 固 形 の 冷 却 ロ ー ル を 使 用 す る
代 わ り に 、 開 口 ロ ー ル を 使 用 し 、 開 口 ロ ー ル の 表 面 を 横 切 る よ う に 真 空 を か け る 。 溶 融 シ
ー ト ４ ６ が 開 口 ロ ー ル と 接 触 す る と 、 真 空 に よ っ て 開 口 ロ ー ル の 表 面 に 合 致 し 、 そ れ に よ
り 突 出 部 が 形 成 さ れ る 。 そ の よ う な 突 出 部 は 、 開 口 し て い て も 、 開 口 し て い な く て も よ い
。 開 口 し た 織 物 が 図 ７ に 示 し て あ る 。 こ う し た 組 合 せ は 、 フ ィ ル ム の 男 性 用 の 側 が 吸 収 性
コ ア に 面 す る よ う に 配 置 さ れ る 通 気 性 の あ る バ ッ ク シ ー ト の 用 途 と し て 有 用 で あ る 。 溶 融
シ ー ト ３ ６ は 、 開 口 ロ ー ル と 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ 、 溶 融 シ ー ト ２ ６ は 、 溶 融 シ ー ト ３
６ と 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る が 、 開 口 ロ ー ル に 接 触 す る 側 と は 反 対 の 側 の 上 に あ る 。 高
吸 収 性 層 の 主 要 な 目 的 の 一 つ は 、 織 物 の 男 性 用 突 出 部 を 通 過 す る い か な る 湿 気 も 吸 収 す る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ８ は 、 不 織 布 ５ ０ に 積 層 さ れ た 図 ７ の 織 物 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ９ は 、 図 ３ を 参 照 に し な が ら 上 述 し た 方 法 に 従 っ て 製 造 し た 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ
た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る が 、 任 意 の 不 織 布 層 を 除 外 し 、 延 伸 工 程 も 除 外 す る よ う に
方 法 が 修 正 さ れ た と こ ろ が 異 な る 。 第 一 の 層 ２ ６ は 、 第 二 の 層 ３ ６ に 結 合 し て 、 複 合 材 料
が 成 形 さ れ る 。 代 わ り に 使 え る 冷 却 装 置 ５ ２ が 使 用 さ れ 、 固 形 の 冷 却 ロ ー ル ５ ２ を 使 用 す
る 代 わ り に 、 開 口 ロ ー ル を 使 用 す る 。 開 口 ロ ー ル の 表 面 を 横 切 る よ う に 真 空 を か け る 。 溶
融 シ ー ト ４ ６ が 開 口 ロ ー ル と 接 触 す る と 、 真 空 に よ り 開 口 ロ ー ル の 表 面 に 合 致 し 、 そ れ に
よ り 突 出 部 が 形 成 さ れ る 。 そ の よ う な 突 出 部 は 、 開 口 し て い て も 、 開 口 し て い な く て も よ
い 。 開 口 し た 織 物 が 図 ９ に 示 し て あ る 。 溶 融 シ ー ト ２ ６ は 、 開 口 ロ ー ル と 接 触 す る よ う に
配 置 さ れ 、 溶 融 シ ー ト ３ ６ は 、 溶 融 シ ー ト ２ ６ と 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る が 、 開 口 ロ ー
ル と 接 触 す る 側 と は 反 対 の 側 の 上 で あ る 。 こ う し た 組 合 せ は 、 フ ィ ル ム の 男 性 用 の 側 が 吸
収 性 コ ア に 面 す る よ う に 配 置 さ れ た ト ッ プ シ ー ト 又 は 分 布 層 と し て 有 用 で あ る 。 高 吸 収 性
層 の 主 要 な 目 的 の 一 つ は 、 さ ら な る 吸 収 力 を 与 え る こ と に よ っ て 流 体 の 取 り 込 み 機 能 を 補
助 す る こ と で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ９ Aは 、 図 ９ を 参 照 し な が ら 真 上 で 記 述 し た よ う に 、 延 伸 工 程 を 除 外 し 、 冷 却 装 置 を
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真 空 成 形 装 置 に 置 き 換 え る こ と に よ っ て 、 図 １ で 説 明 し た 方 法 を 修 正 し て 製 造 さ れ た 成 形
フ ィ ル ム を 示 し て い る 。 よ り 具 体 的 に 言 う と 、 固 形 の 冷 却 ロ ー ル ５ ２ を 使 用 す る 代 わ り に
、 開 口 ロ ー ル を 使 用 し 、 開 口 ロ ー ル の 表 面 を 横 切 る よ う に 真 空 を か け る 。 溶 融 シ ー ト ４ ６
が 開 口 ロ ー ル と 接 触 す る と 、 真 空 に よ り 開 口 ロ ー ル の 表 面 に 合 致 し 、 そ れ に よ り 突 出 部 が
形 成 さ れ る 。 そ の よ う な 突 出 部 は 、 開 口 し て い て も 、 開 口 し て い な く て も よ い 。 開 口 し た
織 物 が 、 図 ９ Aに 示 し て あ る 。 図 ９ Bは 、 図 ９ Aの 成 形 フ ィ ル ム を 製 造 す る の に 使 用 さ れ た
方 法 に 従 っ て 製 造 さ れ た 開 口 さ れ た 成 形 フ ィ ル ム を 示 し て い る が 、 成 形 後 に 成 形 フ ィ ル ム
を 延 伸 し た と こ ろ が 異 な っ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 １ ０ は 、 毛 細 管 力 を 著 し く 増 大 さ せ る こ と に よ っ て 製 品 の 吸 収 速 度 が 増 加 す る よ う に
設 計 さ れ た 複 合 吸 収 性 織 物 を 示 し て い る 。 複 合 吸 収 性 織 物 は 、 図 ９ Aに 示 し た よ う な 成 形
織 物 の 層 状 に な っ た 配 列 で あ る 。 真 空 成 形 し た 後 、 層 を 互 い に 積 層 す る こ と が で き る 。 一
旦 、 複 合 織 物 の 第 二 又 は 第 三 の 層 に 液 体 が 浸 透 す る と 、 ず っ と 多 く の SAPが 、 液 体 を 急 速
に 吸 収 す る の に 利 用 で き る 。 こ う し た 構 成 は 、 主 な 目 的 が 液 体 を 吸 収 し 、 そ れ か ら 雑 巾 を
処 分 す る こ と に あ る 雑 巾 の よ う な 製 品 と し て 特 に 魅 力 が あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ １ ０ ２ 】
　 さ て 、 本 発 明 は 、 以 下 の 試 験 手 順 及 び 実 施 例 を 参 照 に し て 、 よ り 詳 細 に 記 述 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】

　 あ る 時 間 に わ た る 様 々 な 材 料 の 吸 収 性 を 計 測 す る た め に 、 試 験 方 法 が 開 発 さ れ た 。 本 方
法 は 、 EDANA試 験 方 法 で あ る “ FREE SWELL CAPACITY 440.1-99” に 非 常 に 類 似 し て い る 。
本 方 法 は 、 不 織 布 の テ ィ ー バ ッ グ の 代 わ り に 孔 あ き フ ィ ル ム バ ッ グ を 使 用 す る と い う 点 が
EDANA法 と 異 な っ て お り 、 そ の 結 果 、 遊 離 し た SAPの 計 測 に 加 え て 、 材 料 の 試 料 を 計 測 す る
こ と が で き る 。 EDANA法 が テ ィ ー バ ッ グ の 重 さ を 一 度 だ け 量 る よ う に 設 定 し て い る の に 対
し て 、 本 方 法 で は 、 浸 漬 及 び 重 量 計 測 工 程 が 複 数 回 繰 り 返 さ れ る と い う 点 も 異 な っ て い る
。 本 方 法 で は 、 基 材 を 十 分 な 量 の 液 体 に 特 定 の 時 間 の 間 浸 漬 し た 後 、 基 材 に よ り 吸 収 さ れ
た 液 体 の 量 を 計 測 す る 。 水 、 食 塩 水 、 及 び 合 成 血 液 が 使 用 で き る 普 通 の 液 体 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 試 験 は 、 構 造 に 結 合 し て い な い SAP粒 子 の 自 由 膨 張 力 を 計 測 す る の に も 有 用 で あ り 、 ま
た 、 SAP粒 子 が 構 造 内 で 混 合 さ れ る が 、 い か な る 繊 維 や 織 物 に も 結 合 し て い な い よ う な 基
材 の 吸 収 力 を 計 測 す る の に も 有 用 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
１ ． 試 料 を 含 む 試 験 バ ッ グ の 製 造
　 平 方 イ ン チ 当 た り 11,500個 の 孔 を 有 す る 孔 あ き プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト で バ ッ グ を 製 造 す る
。 孔 あ き プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト は 、 火 山 の 形 状 を 示 す 三 次 元 の 突 出 部 を 有 し て お り 、 そ れ ぞ
れ の 突 出 部 の 両 端 は 開 口 し て い る 。 こ ら れ の 三 次 元 の 開 口 部 は 、 突 出 部 の 基 底 （ シ ー ト 中
で 突 出 部 が 始 ま る と こ ろ ） で 150ミ ク ロ ン （ 6ミ ル ） の 最 大 限 の 直 径 を 有 し 、 突 出 部 の 遠 い
端 （ シ ー ト 中 で 突 出 部 が 始 ま る と こ ろ の 位 置 か ら 最 も 遠 く に 離 れ た 端 ） で よ り 小 さ な 直 径
を 有 す る 。 シ ー ト は 、 液 体 が バ ッ グ に 入 り 、 試 料 と 接 触 す る の を 可 能 に し 、 そ の 一 方 で 、
液 体 を 排 水 す る と き に 、 粒 子 が バ ッ グ か ら 出 る の を 防 い で い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
２ ． 液 体 ベ ッ ド の 製 造
　 最 も 大 き い 試 験 バ ッ グ よ り も 大 き い サ イ ズ の 5 cm（ 2イ ン チ ） の 深 さ の 鍋 を 液 体 （ 脱 イ
オ ン 化 水 、 又 は 食 塩 水 ） で 満 た す 。
【 ０ １ ０ ７ 】
３ ． 試 験 バ ッ グ の 浸 漬
　 試 験 バ ッ グ の 重 量 を 量 り 、 予 め 決 め ら れ た 重 量 の 試 料 で 満 た し 、 そ れ か ら 液 体 ベ ッ ド に
浸 漬 し て 、 ス ト ッ プ ウ オ ッ チ を 始 動 す る 。 試 験 バ ッ グ が 確 実 に 完 全 に 液 体 中 に 沈 ん で い る
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試 験 方 法
１ ． 吸 収 性



よ う に 注 意 を 払 う 。
【 ０ １ ０ ８ 】
４ ． 計 測
　 予 め 決 め ら れ た 時 間 の 長 さ が 経 過 し た 後 、 試 験 バ ッ グ を 液 体 ベ ッ ド か ら 取 り 除 き 、 液 体
を 排 水 す る た め に 2分 間 吊 る す 。 2分 間 経 過 し た 後 、 試 験 バ ッ グ は 実 質 的 に 完 全 に 排 水 さ れ
た も の と 観 察 さ れ る 。 試 験 バ ッ グ の 重 量 を 量 る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
５ ． 周 期 的 な 間 隔 で の 計 測
　 前 の 周 期 の 重 量 計 測 が 終 了 し た 後 、 試 験 バ ッ グ を 液 体 ベ ッ ド に 再 び 沈 め る こ と に よ っ て
、 工 程 3-4を 繰 り 返 す 。 例 え ば 、 工 程 3-4は 、 5、 15、 20、 60、 及 び 120分 で 繰 り 返 す こ と が
で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 試 験 バ ッ グ と 試 料 の 最 後 の 重 量 と 試 験 バ ッ グ と 試 料 の 最 初 の 重 量 の 間 の 重 量 差 が 、 予 め
決 め ら れ た 時 間 の 長 さ の 間 に 吸 収 さ れ た 液 体 の 重 量 を 表 す 。
【 ０ １ １ １ 】

　 本 方 法 は 、 圧 力 の 勢 い が あ る と き の SAP含 有 材 料 の 吸 収 力 を 評 価 す る の に 使 用 さ れ る 。
そ れ は 、 EDANA 441.1-99の 原 則 に 従 っ て い る が 、 吸 収 性 コ ア を 使 用 す る よ う に 改 作 さ れ て
い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 試 験 部 分 の 重 量 を 量 り 、 指 定 さ れ た シ リ ン ダ ー の 下 に あ る 400メ ッ シ ュ の ふ る い の 上 に
置 く 。 シ リ ン ダ ー /ふ る い 装 置 に 均 一 な 圧 力 を か け 、 そ れ を 試 験 溶 液 の 容 器 中 に 置 く 。 特
定 の 吸 収 時 間 が 経 過 し た 後 、 400メ ッ シ ュ の ふ る い 及 び シ リ ン ダ ー を 装 置 か ら 取 り 除 き 、
重 量 を 量 っ て 、 吸 収 さ れ た 溶 液 の 量 を 決 定 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 試 験 は 、 女 性 用 ナ プ キ ン 、 パ ン テ ィ ラ イ ナ ー 、 又 は 他 の 衛 生 製 品 の よ う な SAP含 有 材
料 に つ い て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
試 薬 ：
試 験 溶 液 ： 解 析 用 グ レ ー ド の Saline 70（ 0.9％ 食 塩 水 ） 又 は 赤 い 色 素 F-1670を 含 む Johnso
n, Moenの 合 成 血 液 試 薬 は 、 人 の 血 液 及 び 他 の 体 液 の 代 表 で あ る が 、 危 険 で は な く 、 こ れ
を 使 用 し た 。 Johnson, Moen and Co: 507-252-1766
装 置 ：
化 学 天 秤 ： 精 度 0.001g
ペ ー パ ー タ オ ル
タ イ マ ー ： 精 度 0.1s
装 置 の 土 台 ： AUL装 置 を 保 持 す る の に 十 分 な 大 き さ で あ り 、 ふ る い の 水 準 の 上 の 少 な く と
も 1/2” の 液 体 の 水 準 を 可 能 に す る も の
AUL装 置 （ 図 ２ ０ を 参 照 ） ：
プ レ キ シ グ ラ ス シ リ ン ダ ー ：
-内 径 ： d1=(60± 0.2)mm
-高 さ ： （ 50± 0.5） mm
-400(36μ m)メ ッ シ ュ の ス テ ン レ ス ス チ ー ル の ふ る い
-400メ ッ シ ュ の 下 の 30メ ッ シ ュ の ス テ ン レ ス の ふ る い
プ ラ ス チ ッ ク ピ ス ト ン ：
-ピ ス ト ン の 直 径 d2(mm)は 、 d1-d2=(0.8± 0.2)mmを 満 た す
-高 さ は (60± 0.5)mm
シ リ ン ダ ー 重 量 （ プ ラ ス チ ッ ク ピ ス ト ン の 上 に 配 置 す べ き も の ）
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ５ 】
分 離 シ リ ン ダ ー ：
-高 さ は 装 置 の 土 台 の 高 さ よ り も 大 き か っ た
-直 径 は 装 置 の 土 台 の 内 径 よ り も 小 さ か っ た
幅 が 59.2mmよ り も 小 さ い 寸 法 の 試 料 ：
乾 燥 試 料 が ピ ス ト ン と 同 じ 直 径 で あ り 、 重 り が 正 確 な psi負 荷 を 反 映 す る よ う に 調 整 さ れ
て い る 限 り は 、 同 じ シ リ ン ダ ー の 組 み 立 て 部 品 と 共 に よ り 小 さ な ピ ス ト ン を 使 用 し て も よ
い 。
【 ０ １ １ ６ 】
実 施 例 、 49.2mmの 試 料 幅
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ７ 】
試 料 の 製 造 ：
プ ラ ス チ ッ ク ピ ス ト ン を テ ン プ レ ー ト と し て 使 用 し 、 試 験 を す べ き 領 域 を 極 細 の
ボ ー ル ペ ン で 印 を つ け 、 そ れ か ら 、 テ ン プ レ ー ト の 線 の 内 側 に 確 実 に 入 る よ う に し な が ら
、 は さ み で 試 験 領 域 を 切 断 し て 、 そ し て 試 料 に ラ ベ ル を 貼 っ た 。
【 ０ １ １ ８ 】
試 験 の 時 間 ：
試 験 の 時 間 は （ 分 で ） 1、 2、 5、 15、 30、 60、 120、 及 び 240で あ っ た 。 そ れ ぞ れ の 時 間 工
程 に 対 し て 乾 燥 試 料 を 使 用 し た 。 試 料 が 最 大 限 の 容 量 に 一 旦 到 達 し た ら 、
試 験 は 完 了 し た と み な し た 。 （ W 3 ） 濡 れ た 装 置 /試 料 Wtが 、 3回 連 続 し た 時 間 間 隔 で 増 加 し
な か っ た と き に は 、 最 大 限 の 容 量 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
【 ０ １ １ ９ 】
試 料 の 負 荷 ：
異 な っ た 負 荷 が 記 載 さ れ て い な い の で あ れ ば 、 試 料 の 負 荷 は 0.5psiで あ っ た 。
【 ０ １ ２ ０ 】
装 置 の 組 み 立 て ：
・ 二 つ の 30メ ッ シ ュ の ふ る い が 装 置 の 土 台 に 配 置 さ れ た 。
【 ０ １ ２ １ 】
・ 30メ ッ シ ュ の ふ る い の 上 に 400メ ッ シ ュ の ふ る い を 配 置 し た 。
【 ０ １ ２ ２ 】
・ そ れ か ら プ レ キ シ グ ラ ス シ リ ン ダ ー を 装 置 の 土 台 に 配 置 し 、 確 実 に ふ る い の 上 に し っ か
り と 固 定 し た 。
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【 ０ １ ２ ３ 】
試 験 の 手 順 ：
１ ． 試 験 部 分 ：
試 料 の 乾 燥 重 量 を 量 り 、 そ の 重 さ を 記 録 し た （ W 1 ） 。 そ れ ぞ れ の 時 間 工 程 に 対 し て は 、 二
つ の 乾 燥 試 料 を 必 要 と し た 。
【 ０ １ ２ ４ 】
２ ． 平 均 の 装 置 の 風 袋 （ 濡 れ た ） 重 量 （ W 2 ） は 、 以 下 の よ う に 計 測 し た 。
【 ０ １ ２ ５ 】
a.ピ ス ト ン を シ リ ン ダ ー 中 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ２ ６ 】
b.ピ ス ト ン /シ リ ン ダ ー を 溶 液 中 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ２ ７ 】
c.溶 液 が 一 旦 400メ ッ シ ュ の ふ る い を 通 し て 現 れ た ら 、 タ イ マ ー を 始 動 し 、 試 験 を 特 定 の
時 間 続 け た 。
【 ０ １ ２ ８ 】
d.ピ ス ト ン /シ リ ン ダ ー を 溶 液 か ら 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ２ ９ 】
e.ね じ っ て 上 方 に 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 プ レ キ シ グ ラ ス シ リ ン ダ ー を 装 置 の 土 台 か ら
取 り 除 い た 。
【 ０ １ ３ ０ 】
f.装 置 の 土 台 を 分 離 シ リ ン ダ ー 上 に セ ッ ト し 、 ふ る い /ピ ス ト ン の 組 合 せ を 装 置 の 土 台 か
ら 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ３ １ 】
g.二 つ の 底 の 30メ ッ シ ュ の ふ る い が 、 ピ ス ト ン /ふ る い の 組 合 せ か ら 滑 り で 出 て き た 。
【 ０ １ ３ ２ 】
h.ピ ス ト ン /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を 乾 燥 し た ペ ー パ ー タ オ ル の 上 に 5秒 間 配 置 し
た 。
【 ０ １ ３ ３ 】
i.ピ ス ト ン /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を ペ ー パ ー タ オ ル を 横 切 る よ う に 滑 ら せ て 乾 燥
し た 場 所 に 移 し 、 さ ら に 5秒 間 静 置 し た 。
【 ０ １ ３ ４ 】
j.ピ ス ト ン /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を 天 秤 上 に 置 き 、 そ の 重 量 を 記 録 し た 。
【 ０ １ ３ ５ 】
k.400及 び 30メ ッ シ ュ の ふ る い を 乾 燥 さ せ る た め の 圧 縮 し た 空 気 を 用 い て 、 装 置 の 全 て の
部 分 を 洗 浄 し 、 乾 燥 し た 。
【 ０ １ ３ ６ 】
l.上 記 の 工 程 a-iを も う 一 度 繰 り 返 し 、 二 つ の 風 袋 重 量 の 平 均 （ W 2 ） を AUL計 算 に 使 用 し た
（ 以 下 の 計 算 を 参 照 ） 。
【 ０ １ ３ ７ 】
３ ． 濡 れ た 装 置 /試 料 の 重 量 （ W 3 ） は 、 以 下 の よ う に 計 測 し た 。
【 ０ １ ３ ８ 】
a.乾 燥 試 料 を シ リ ン ダ ー 中 の 400メ ッ シ ュ の ふ る い の 上 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ３ ９ 】
b.ピ ス ト ン を 試 料 の 上 に 配 置 し 、 確 実 に 試 料 が 完 全 に ピ ス ト ン で 覆 わ れ る よ う に し た 。
【 ０ １ ４ ０ 】
c.選 択 さ れ た 重 り を ピ ス ト ン 上 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ４ １ 】
d.ピ ス ト ン /シ リ ン ダ ー を 溶 液 中 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ４ ２ 】
e.溶 液 が 一 旦 400メ ッ シ ュ の ふ る い を 通 し て 現 れ た ら 、 タ イ マ ー を 始 動 し 、 試 験 を 特 定 の
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時 間 続 け た 。
【 ０ １ ４ ３ 】
f.ピ ス ト ン /シ リ ン ダ ー を 溶 液 か ら 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ４ ４ 】
g.ピ ス ト ン か ら 重 り を 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ４ ５ 】
h.ね じ っ て 上 方 に 引 き 上 げ る こ と に よ っ て 、 プ レ キ シ グ ラ ス シ リ ン ダ ー を 装 置 の 土 台 か ら
取 り 除 い た 。
【 ０ １ ４ ６ 】
i.装 置 の 土 台 を 分 離 シ リ ン ダ ー 上 に セ ッ ト し 、 ふ る い /試 料 /ピ ス ト ン の 組 合 せ を 装 置 の 土
台 か ら 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
j.二 つ の 底 の 30メ ッ シ ュ の ふ る い を ピ ス ト ン /試 料 /ふ る い の 組 合 せ か ら 滑 り 出 さ せ た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
k.ピ ス ト ン /試 料 /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を 乾 燥 し た ペ ー パ ー タ オ ル の 上 に 5秒 間 配
置 し た 。
【 ０ １ ４ ９ 】
l.ピ ス ト ン /試 料 /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を ペ ー パ ー タ オ ル を 横 切 る よ う に 滑 ら せ
て 乾 燥 し た 場 所 に 移 し 、 さ ら に 5秒 間 静 置 し た 。
【 ０ １ ５ ０ 】
m.ピ ス ト ン /試 料 /400メ ッ シ ュ の ふ る い の 組 合 せ を 天 秤 の 上 に 置 き 、 重 量 を 記 録 し 、 試 料
を 捨 て た 。
【 ０ １ ５ １ 】
n.400及 び 30メ ッ シ ュ の ふ る い を 乾 燥 す る た め の 圧 縮 さ れ た 空 気 を 使 用 し て 装 置 の 全 て の
部 分 を 洗 浄 し 、 乾 燥 し た 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 工 程 a-lを も う 一 度 繰 り 返 し 、 AUL計 算 の た め の 二 つ の 濡 れ た 装 置 /試 料 重 量 （ W 3 ） に 到
達 し た （ 以 下 の 計 算 を 参 照 ） 。
【 ０ １ ５ ３ 】
計 算 ：
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ５ ４ 】

　 染 み 透 り 板 （ strikethrough plate） 及 び 食 塩 水 を 使 用 し て 、 パ ン テ ィ ラ イ ナ ー 及 び パ
ッ ド の コ ア 及 び 試 料 （ 即 ち 、 コ ア ＋ 獲 得 分 布 層 （ ADL） ＋ ト ッ プ シ ー ト ） の 複 数 の 液 体 の
獲 得 性 能 及 び 再 度 の 濡 れ 性 能 を 評 価 す る た め に 本 方 法 を 使 用 す る 。 手 順 は 、 EDANA 150.4-
99及 び 151.2-99に 概 要 が 説 明 さ れ て い る 一 般 的 な 原 則 に 従 う 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 パ ッ ド 又 は パ ン テ ィ ラ イ ナ ー の 試 料 を プ レ キ シ グ ラ ス の 土 台 の 上 に 配 置 し た 。 組 み 立 て
品 を 基 底 の 寸 法 が 4× 4イ ン チ の 800 gの 染 み 透 り 板 で 圧 縮 し た 。 そ れ か ら 、 特 定 の 量 の 試
験 流 体 が 、 約 1イ ン チ の 高 さ か ら ト ッ プ シ ー ト の 表 面 上 へ と 染 み 透 り 板 の 中 央 の 星 状 の 穴
を 通 し て 分 配 さ れ た 。 液 体 が 穴 の 周 り に 埋 め 込 ま れ た 電 極 を 連 結 す る の で 、 電 流 が 記 録 さ
れ 、 時 計 が 時 間 を 刻 み 始 め た 。 流 体 が ト ッ プ シ ー ト に 浸 透 す る と 、 電 極 が 再 び 連 結 さ れ な
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く な り 、 電 流 が 切 れ 、 時 計 が 止 ま っ た 。 経 過 し た 時 間 を 第 一 の 染 み 透 り 時 間 と し て 記 録 し
た 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 標 準 重 り を 試 料 の 上 に 配 置 し 、 確 実 に 液 体 が 均 一 に 広 が る よ う に し た 。 そ れ か ら 、 予 め
重 さ を 量 っ た ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー を 試 料 の 上 に 配 置 し 、 再 び 重 り を 試 料 の 上 に 配 置 し た
。 ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー に よ っ て 吸 収 さ れ た 液 体 の 質 量 を 第 一 の 再 度 の 濡 れ と 定 義 し た 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 そ れ か ら 染 み 透 り 試 験 及 び 再 度 の 濡 れ 試 験 を さ ら に 二 回 繰 り 返 し た 。
【 ０ １ ５ ８ 】
装 置 ：
・ 染 み 透 り 板 ： デ ザ イ ン に 関 し て は EDANA 151.2-99を 参 照 。 本 手 順 に お い て は 基 底 の 寸 法
が 4× 4イ ン チ の 全 重 量 が 805 gの も の を 使 用
・ 電 子 タ イ マ ー ： 精 度 0.01 sで 計 測
・ ス ト ッ プ ウ オ ッ チ ： 精 度 0.1 sで 計 測
・ 土 台 の 支 持 ： 透 明 な プ レ キ シ グ ラ ス 、 5× 5イ ン チ 、 5 mmの 厚 さ
・ 再 度 の 濡 れ の 重 り ： 二 つ の 部 分 か ら 構 成 ： １ ） 直 径 45 mm、 厚 さ 5 mm、 11.1 gの レ ク サ
ン デ ィ ス ク 　 ２ ） 540± 2 g、 直 径 45 mmの 重 り 　 両 者 の 全 重 量 は 550± 2 g　 こ れ ら の 二 つ
の 部 分 を 取 り 付 け
・ 再 度 の 濡 れ の ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー ： 5” × 5” の 紙  ＃ 632　 EMC 512-948-1616か ら
・ 電 子 天 秤 ： 0.0001 gの 精 度 で 重 量 測 定 が 可 能
・ 液 体 分 配 の 組 み 立 て 品 ：
ピ ペ ッ ト ： 変 動 体 積 0.5-5 ml、 精 度 ± 0.1％ 　 VWR Scientific Cat#53499-605
ピ ペ ッ ト の 先 端 ： 変 動 体 積 ピ ペ ッ ト 用 （ 3 mmの 直 径 の 開 口 部 が 得 ら れ る よ う に 切 断 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 VWR Scientific Cat#53503-826
分 液 漏 斗 -125 ml
ビ ュ レ ッ ト -50 ml
リ ン グ 立 て 及 び ク ラ ン プ -漏 斗 と ビ ュ レ ッ ト の 支 持 に 使 用
・ 切 断 す る 道 具 ： か み そ り の 刃 、 は さ み
・ 試 験 溶 液 ：
Saline 70-0.9% w/v NaCl溶 液 、 70 dynes（ mN/m）
Saline 45-0.9% w/v NaCl溶 液 、 w/界 面 活 性 剤 、 45 dynes（ mN/m）
溶 液 の 製 造 に 関 し て は QETM-00066を 参 照
器 具 の 準 備 ：
　 50 mlの ビ ュ レ ッ ト 及 び 分 液 漏 斗 を 試 験 の 前 に 少 な く と も 二 回 又 は 三 回 試 験 溶 液 で す す
い だ 。 一 つ の ピ ペ ッ ト の 先 端 を 末 端 で 3 mmの 直 径 の 開 口 部 が 得 ら れ る よ う な 角 度 で 切 断 し
た 。 他 方 の 端 を 切 り 取 っ て プ ラ ス チ ッ ク の 分 液 漏 斗 の 排 出 口 に ぴ っ た り 合 う よ う に し た 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 リ ン グ 立 て に 分 液 漏 斗 を 取 り 付 け て 、 漏 斗 の 先 端 が 5” × 5” の プ レ キ シ グ ラ ス の 土 台 の
板 の 頂 点 よ り も 1-1/8” ± 1/32” 上 に な る よ う に し た 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 染 み 透 り 板 を 分 液 漏 斗 の 先 端 の 下 に 配 置 し 、 5” × 5” の プ レ キ シ グ ラ ス の 土 台 の 上 に 置
い た 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 タ イ マ ー ユ ニ ッ ト か ら の 電 源 ア ダ プ タ ー を プ ラ グ に 差 し 込 み 、 タ イ マ ー ユ ニ ッ ト の 電 源
を 入 れ た 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 電 源 ス イ ッ チ の 真 下 の ス イ ッ チ を 押 し て 染 み 透 ら せ た 。 装 置 の 試 験 片 の 評 価 の 準 備 が で
き た 。
【 ０ １ ６ ３ 】
試 験 手 順 ：
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染 み 透 り ：
・ 評 価 の た め の 試 験 試 料 （ パ ッ ド 又 は パ ン テ ィ ラ イ ナ ー ） を 乾 燥 し た プ レ キ シ グ ラ ス の 土
台 の 板 の 上 に 配 置 し 、 そ こ で ト ッ プ シ ー ト を 液 体 に さ ら し た 。
【 ０ １ ６ ４ 】
・ パ ッ ド 又 は パ ン テ ィ ラ イ ナ ー の 幅 及 び 長 さ を 計 測 し 、 記 録 し 、 確 実 に パ ッ ド が 巻 き 上 が
ら な い よ う に し た 。
【 ０ １ ６ ５ 】
・ 定 位 置 に タ イ マ ー の コ ネ ク タ ー の プ ラ グ の つ い た 乾 燥 し た 染 み 透 り 板 を ト ッ プ シ ー ト の
中 央 に 配 置 し 、 全 体 の 組 み 立 て 品 が 分 液 漏 斗 の 脚 の 下 の 中 央 に く る よ う に し た 。
【 ０ １ ６ ６ 】
・ 分 液 漏 斗 を 調 整 し て 漏 斗 の 先 端 が 染 み 透 り 板 の 中 央 に 近 づ く よ う に し た 。
【 ０ １ ６ ７ 】
・ 5 mlの 試 験 溶 液 が パ ン テ ィ ラ イ ナ ー に 対 し て （ パ ッ ド に 対 し て は 10 cc、 又 は 技 術 者 に
よ り 指 定 ） ピ ペ ッ ト 又 は ビ ュ レ ッ ト か ら 漏 斗 中 に 排 出 さ れ た 。
【 ０ １ ６ ８ 】
・ 染 み 透 り 試 験 は 、 突 然 漏 斗 の 止 め 栓 を 開 き 、 5 ml（ 又 は 10 cc） の 溶 液 を 染 み 透 り 板 の
空 洞 に 排 出 す る こ と に よ っ て 始 め た 。
【 ０ １ ６ ９ 】
・ 最 初 の 溶 液 の 排 出 で タ イ マ ー が 始 動 し 、 溶 液 が 空 洞 か ら 空 に な っ た ら 、 タ イ マ ー を 自 動
的 に 切 っ た 。
【 ０ １ ７ ０ 】
・ タ イ マ ー を 切 っ た 後 、 時 間 を 第 一 の 染 み 透 り 時 間 と し て 0.01 sの 精 度 で 記 録 し 、 タ イ マ
ー を リ セ ッ ト し た 。
【 ０ １ ７ １ 】
再 度 の 濡 れ ：
・ 試 験 試 料 に 邪 魔 に な ら な い よ う に し な が ら 、 注 意 深 く 染 み 透 り 板 を 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ７ ２ 】
・ 乾 燥 し た 再 度 の 濡 れ の 重 り （ 試 料 と 接 触 し た レ キ サ ン デ ィ ス ク ） を 優 し く ゆ っ く り と 試
験 試 料 の 中 央 に 配 置 し た 。
【 ０ １ ７ ３ 】
・ 重 り が 定 位 置 に つ い た ら 、 タ イ マ ー （ ス ト ッ プ ウ オ ッ チ ） を 始 動 し 、 3分 間 続 行 し た 。
【 ０ １ ７ ４ 】
・ そ れ か ら 4枚 の ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー 全 て の 重 量 を 量 り 、 そ の 重 量 を 記 録 し た 。
【 ０ １ ７ ５ 】
・ ス ト ッ プ ウ オ ッ チ で 3分 間 経 過 し た 後 、 再 度 の 濡 れ の 重 り を 取 り 除 い た 。
【 ０ １ ７ ６ 】
・ ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー を 試 料 の 中 央 に 置 い た 。
【 ０ １ ７ ７ 】
・ 再 度 の 濡 れ の 重 り を ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー の 背 後 に 2分 間 配 置 し た 。
【 ０ １ ７ ８ 】
・ 2分 後 、 再 度 の 濡 れ の 重 り を 取 り 除 き 、 4枚 の ピ ッ ク ア ッ プ ペ ー パ ー の 重 量 を 0.0001 gの
精 度 で 即 座 に 量 り 、 そ の 重 量 を 第 一 の 再 度 の 濡 れ と し て 記 録 し た 。
【 ０ １ ７ ９ 】
・ 再 度 の 濡 れ の 重 り を 乾 燥 し 、 再 度 の 濡 れ の 重 り の 除 去 と 染 み 透 り 板 の 追 加 の 間 の 時 間 が
わ ず か 1分 間 し か 経 過 し な い よ う に し た 。
【 ０ １ ８ ０ 】
・ 染 み 透 り 板 を 試 料 の 背 後 に 配 置 し 、 染 み 透 り の 手 順 の 工 程 3-8及 び 再 度 の 濡 れ の 手 順 の
工 程 1-9を さ ら に 二 回 繰 り 返 し 、 第 二 及 び 第 三 の 染 み 透 り の 値 及 び 再 度 の 濡 れ の 値 を 求 め
た 。
【 ０ １ ８ １ 】
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・ 第 二 及 び 第 三 の 染 み 透 り の 値 及 び 再 度 の 濡 れ の 値 を 計 測 し て 記 録 し た 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 本 発 明 は 、 実 施 例 を 参 照 し な が ら 以 下 で さ ら に 記 述 さ れ る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 は 、
こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い と い う こ と に 注 意 す べ き で あ る 。
【 ０ １ ８ ３ 】

　
　 こ れ ら の 実 施 例 に 対 し て は 、 三 つ の 型 の 樹 脂 が 使 用 さ れ た 。 樹 脂 を 二 つ の 型 の SAP粒 子
と 混 合 し て 、 樹 脂 と SAPの 六 つ の 異 な っ た 組 合 せ を 創 出 し た 。 典 型 的 に は 、 SAPは 使 用 前 に
は 300ミ ク ロ ン （ 6ミ ル ） の 平 均 粒 径 を 有 し て い た 。 SAPは 、 一 対 の ロ ー ラ ー の 間 を 通 す こ
と に よ っ て 細 か く さ れ 、 そ の 平 均 粒 径 は 50ミ ク ロ ン （ 2ミ ル ） に ま で 減 少 し た 。 全 て の 六
つ の 組 合 せ は 、 65重 量 ％ の 熱 可 塑 性 樹 脂 と 35％ の SAPか ら 成 る も の で あ っ た 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 樹 脂 1は 実 施 例 1-2で 使 用 し た 。 樹 脂 1は 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン の 721樹 脂 で あ り 、 The Do
w Chemical Company, Midland Michiganか ら 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 樹 脂 2は 実 施 例 3-4で 使 用 し た 。 樹 脂 2は 、 12％ の 酢 酸 ビ ニ ル を 含 む エ チ レ ン と 酢 酸 ビ ニ
ル の 共 重 合 体 の 熱 可 塑 性 樹 脂 （ EVA） で あ り 、 E.I. DuPont de Nemours ＆  Co., Wilmingt
on, Delawareか ら Elvax 3134Qと い う 商 品 名 で 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 樹 脂 3 は 実 施 例 5-6で 使 用 し た 。 樹 脂 3は Optema TC-120で あ り 、 Chevron Corporation, 
San Francisco, Californiaか ら 市 販 さ れ て い る エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 樹 脂 で あ る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 SAP1は 、 実 施 例 1、 3、 及 び 5で 使 用 し た 。 SAP1は 、 SXM 880で あ り 、 Stockhausen, Inc.,
 Greensboro, N.C.か ら 市 販 さ れ て い る 。 SXM 880の 自 由 膨 張 力 は 、 119 g水 /g SAPで あ る
。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 SAP2は 、 実 施 例 2、 4、 6、 及 び 9で 使 用 し た 。 SAP2は 、 FAVOR PAC 100と い う SAP高 分 子 で
あ り 、 Stockhausen Inc., Greensboro, N.C.か ら 市 販 さ れ て い る 。 FAVOR PAC 100の 自 由
膨 張 力 は 、 176g水 /g SAPで あ っ た 。 実 施 例 2、 4、 及 び 6に 対 す る SAP2の 平 均 粒 径 は 、 約 50
μ mで あ り 、 実 施 例 9に 対 す る 平 均 粒 径 は 、 約 15μ mで あ っ た 。
【 ０ １ ８ ９ 】

　 実 施 例 6を 繰 り 返 し た が 、 樹 脂 及 び SAPの 量 を 以 下 の 表 １ に 示 し た よ う に 変 え た と こ ろ が
異 な る 。
【 ０ １ ９ ０ 】

　 実 施 例 6を 繰 り 返 し た が 、 樹 脂 及 び SAPの 量 を 以 下 の 表 １ に 示 し た よ う に 変 え 、 SAPの 平
均 粒 径 を 15μ mと し た と こ ろ が 異 な る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 材 料 を ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成 形 機 の 供 給 口 に 供 給 す る こ と に よ っ て 、 上 記 の 樹 脂 及
び SAPか ら 高 吸 収 性 織 物 を 製 造 し た 。 高 分 子 を 混 合 し 、 溶 融 し 、 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 成
形 押 出 し 金 型 ま で 輸 送 し 、 そ こ で 溶 融 し た 高 分 子 を シ ー ト に 成 形 し た 。 シ ー ト を 一 対 の 冷
却 ロ ー ル の 間 を 通 し て 運 び 、 未 延 伸 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 成 形 し た 。 50μ m
の SAP及 び 未 延 伸 の 織 物 に つ い て 、 上 述 し た 吸 収 力 試 験 に 従 っ て 試 験 を し 、 そ の 結 果 を 以
下 の 表 １ に 示 し た 。 PAC 100と い う SAPの 方 が 、 SXM 880と い う SAPよ り も 、 ず っ と 性 能 が 良
か っ た 。 い か な る 理 論 に も 束 縛 さ れ な い よ う に す る が 、 全 吸 収 の 差 は 、 粒 子 の 架 橋 及 び 形
状 の 差 に 帰 す る と 考 え ら れ る 。
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ２ 】
　 図 １ ７ は 、 SAPの 充 填 の 吸 収 性 に 対 す る 影 響 を 説 明 し た も の で あ る 。 実 施 例 4、 7、 及 び 8
は 、 使 用 し た SAPの 量 （ そ れ ぞ れ 35、 45、 55重 量 ％ ） を 除 い て は 同 一 で あ る が 、 SAPの 充 填
が 増 加 す る に つ れ て 、 全 吸 収 が 一 般 的 に 増 加 す る と い う こ と を 明 ら か に し て い る 。 図 １ ７
は 、 SAPの 平 均 粒 径 が 吸 収 性 に 影 響 を 与 え る と い う こ と も 明 ら か に し て い る 。 実 施 例 9は 、
50％ の 樹 脂 2と 平 均 粒 径 が 15ミ ク ロ ン の 50％ の SAP2を 含 ん で い た 。 押 出 し 成 形 さ れ た 織 物
は 、 滑 ら か な 表 面 を 有 し て お り 、 こ の こ と は SAP粒 子 が 表 面 に さ ら さ れ て お ら ず 、 樹 脂 に
よ っ て 完 全 に 被 覆 さ れ て い る こ と を 示 唆 す る 。 こ れ に 加 え て 、 試 料 は 、 い く つ か の 領 域 に
お い て 凝 集 の 兆 候 を 示 し た 。 い か な る 操 作 の 理 論 に も 束 縛 さ れ な い よ う に す る が 、 粒 子 の
凝 集 及 び フ ィ ル ム 表 面 上 に さ ら さ れ る こ と の 欠 如 に よ っ て 、 吸 収 力 の 減 少 が 引 き 起 こ さ れ
た と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ９ ３ 】

　 延 伸 の 実 施 例
　 こ れ ら の 実 施 例 で 使 用 さ れ た 工 程 は 、 上 記 の 実 施 例 7及 び 8を 製 造 す る の に 使 用 さ れ た も
の と 同 一 で あ っ た 。 樹 脂 2の み を 使 用 し 、 平 均 粒 径 が 100ミ ク ロ ン の SAP2の み を 二 つ の 水 準
で 使 用 し た 。 実 施 例 7及 び 8に 対 し て そ れ ぞ れ 45％ 及 び 55％ で あ る 。 実 施 例 7及 び 8に 従 っ て
製 造 し た 高 吸 収 性 織 物 は 、 以 下 の 表 ２ に 示 し た よ う な 異 な っ た 延 伸 条 件 の 対 象 と な っ た 。
表 ２ に 示 し た よ う に 、 織 物 を IMG延 伸 の 対 象 と し 、 ギ ア の 歯 の ピ ッ チ を 変 え て 、 そ し て 伸
び の 度 合 い （ DOE） を 変 え る こ と に よ っ て 延 伸 を 実 行 し た 。 そ の 結 果 及 び 吸 収 性 に 与 え る
延 伸 の 影 響 を 図 １ ８ と １ ９ に 示 し て あ る 。
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ４ 】
　 上 記 の 表 ２ に 示 さ れ た 結 果 は 、 図 １ ８ 及 び １ ９ に も グ ラ フ 的 に 示 し て あ る 。 結 果 は 、 吸
収 性 が 使 用 さ れ る SAPの 量 と 共 に 増 大 す る こ と を 明 ら か に し て お り 、 驚 く べ き こ と に 、 延
伸 が 吸 収 速 度 を 増 加 さ せ る こ と を 明 ら か に し て い る 。 さ ら に 驚 く べ き こ と に 、 延 伸 フ ィ ル
ム の 最 終 的 な 吸 収 が 、 わ ず か 240分 後 に お い て さ え も 、 SAPの み を 使 用 し た と き に 予 期 さ れ
る 吸 収 性 を 超 え て い る こ と を 結 果 が 示 し て い る 。 例 え ば 、 PAC 100の 自 由 膨 張 力 は 、 176 g
/g（ g液 体 /g SAP） で あ る が 、 実 施 例 8の 延 伸 フ ィ ル ム の 吸 収 性 は 、 延 伸 条 件 Dの も と で あ
り 、 上 記 の 表 ２ の 試 料 11Dで あ る が 、 わ ず か 240分 後 に お い て 、 200 g/gで あ っ た 。 い か な
る 理 論 に も 束 縛 さ れ な い よ う に す る が 、 追 加 的 な 吸 収 性 は 、 延 伸 工 程 の 間 の ボ イ ド （ 空 隙
） の 創 出 の 結 果 で あ る 毛 細 管 及 び 他 の 効 果 に 帰 す る の だ ろ う 。 図 １ ８ 及 び １ ９ は 、 様 々 な
延 伸 条 件 の 吸 収 性 に 与 え る 影 響 も 明 ら か に し て い る 。 延 伸 が 増 大 す る に つ れ て 、 吸 収 性 が
増 加 し 、 フ ィ ル ム に 存 在 す る SAPの 量 が 増 加 す る に つ れ て 、 吸 収 性 が 増 加 す る と い う こ と
を こ れ ら の 図 は 一 般 的 に 示 し て い る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 図 １ ４ -１ ６ は 、 実 施 例 11B（ 図 １ ４ と １ ６ ） 及 び 11A（ 図 １ ５ ） の フ ィ ル ム の 写 真 で あ
る 。 図 １ ４ 及 び １ ６ は 、 延 伸 フ ィ ル ム の ボ イ ド 内 に 分 散 し た 高 吸 収 性 高 分 子 の 粒 子 を 示 し
て い る 。 図 １ ５ は 、 実 施 例 11Aの 延 伸 フ ィ ル ム の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】

　 実 施 例 1-9を 参 照 に し な が ら 上 述 し た の と 同 じ 方 法 で 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を
製 造 し た が 、 樹 脂 及 び SAPは 以 下 の 表 ３ 及 び ４ に 示 し た よ う に し た と こ ろ が 異 な る 。
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ７ 】
　 実 施 例 20は 、 実 施 例 13と 同 様 の 方 法 で 製 造 し た が 、 押 出 し 成 形 し た 後 、 冷 却 す る 前 に 織
物 を 回 転 す る ス ク リ ー ン の 上 を 通 過 さ せ 、 真 空 を か け て 、 真 空 成 形 フ ィ ル ム を 成 形 し た と
こ ろ が 異 な っ て い る 。 そ れ か ら 実 施 例 12-20に は 、 上 述 し た 吸 収 力 試 験 を 受 け さ せ 、 そ の
結 果 を 以 下 の 表 ５ に 示 し て あ る 。

10

20

30

40

(34) JP 2005-529768 A 2005.10.6



【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ９ ８ 】
　 比 較 例 1は 、 市 販 の 女 性 用 衛 生 タ ン ポ ン の コ ア で あ り 、 比 較 例 2、 比 較 例 3、 及 び 比 較 例 4
は 、 市 販 の 薄 い パ ッ ド で あ り 、 比 較 例 5、 比 較 例 6、 及 び 比 較 例 7は 、 市 販 の パ ン テ ィ ラ イ
ナ ー で あ る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 吸 収 デ ー タ ー （ g/g） は 、 界 面 活 性 剤 の 添 加 に よ り 吸 収 速 度 が 増 大 し た こ と を 示 し て い
る 。 加 工 性 及 び 延 伸 性 の 容 易 さ を 考 慮 す る と 、 EVA、 LLDPE、 及 び プ ラ ス ト マ ー 樹 脂 が 、 吸
収 性 コ ア の 良 い 候 補 で あ る こ と が 示 さ れ る 。 本 発 明 の 押 出 し 成 形 し た 織 物 に 関 し て は 、 厚
さ が 減 少 す る に つ れ て 、 吸 収 速 度 （ g/g） が 増 大 し た こ と も デ ー タ ー は 示 し て い る 。 し か
し な が ら 、 こ の こ と は 、 試 料 の 基 礎 重 量 が 減 少 し て も 、 吸 収 さ れ る 液 体 の 量 が 減 少 す る こ
と を 意 味 す る 。 従 っ て 、 従 来 か ら の パ ッ ド や パ ン テ ィ ラ イ ナ ー の 特 性 を 本 発 明 の 高 吸 収 性
織 物 と 比 較 す る 別 の 方 法 は 、 m 2 当 た り の 吸 収 力 を 比 較 す る こ と で あ っ た 。 以 下 の 表 ６ に は
こ の 比 較 が 与 え ら れ て い る 。
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【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 デ ー タ ー は 、 市 販 の パ ッ ド に 対 す る 1分 の 吸 収 が 、 1300 g/m 2 か ら 2700 g/m 2 の 間 で あ り
、 パ ン テ ィ ラ イ ナ ー に 対 す る そ れ が 、 900 g/m 2 か ら 3700 g/m 2 の 間 で あ る こ と を 示 し て い
る 。 よ り 薄 い 試 料 （ 例 え ば 実 施 例 19、 滑 ら か な 延 伸 ） は 、 高 い g/gの 吸 収 性 を 有 し て い る
が 、 パ ッ ド や パ ン テ ィ ラ イ ナ ー の 両 方 の 要 求 に 見 合 う の に 十 分 な g/m 2 の 吸 収 性 を 有 し て い
な い 。 そ れ 故 、 本 発 明 の 高 吸 収 性 織 物 の 全 体 の 吸 収 性 を 評 価 す る 際 に は 、 吸 収 性 （ g/gに
基 づ く ） と 基 礎 重 量 の 組 合 せ を 考 え る こ と が 重 要 で あ る と 考 え ら れ た 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 1分 で の 他 の IMG延 伸 し た フ ィ ル ム と 比 較 し て 、 真 空 成 形 し た フ ィ ル ム （ 実 施 例 20） は 、
類 似 の 吸 収 速 度 （ 即 ち 6 g/g） を 有 し て い た が 、 よ り 低 い 全 吸 収 力 （ 9 g/g） を 有 し て い た
。 表 １ ０ の デ ー タ ー は 、 吸 収 力 と フ ィ ル ム の 基 礎 重 量 の 間 に 様 々 な 関 係 が あ る こ と も 示 し
て い る 。 例 え ば 、 基 礎 重 量 と 吸 収 力 の 間 に は 、 直 線 関 係 が あ り 、 例 え ば 、 フ ィ ル ム の 基 礎
重 量 が 増 加 す る に つ れ て 、 m 2 当 た り の 全 吸 収 性 （ 30分 で の 吸 収 ） が 増 大 す る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
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　 吸 収 速 度 及 び 吸 収 力 に 対 す る 厚 み 及 び ％ SAPの 影 響 を 研 究 す る た め に 、 そ し て 、 必 要 と
さ れ る 最 適 な 厚 さ を 得 る た め に 、 実 施 例 1-6で 使 用 し た Haakeの ツ イ ン ス ク リ ュ ー 押 出 し 成
形 機 を 使 用 し て 、 一 連 の 試 験 を 行 っ た 。 こ れ ら の 実 施 例 に お い て は 、 厚 さ が 6-20ミ ル の SA
Pを 混 合 し た フ ィ ル ム を 製 造 し た が 、 ％ SAPを 45-60％ で 変 え た 。 コ ア を 比 較 し 、 ふ る い 分
け す る た め に 、 負 荷 の も と で の 吸 収 性 及 び 複 数 の 染 み 透 り デ ー タ ー を 記 録 し た 。 実 施 例 21
-23の 押 出 し 成 形 さ れ た 織 物 を 製 造 す る の に 使 用 し た 原 材 料 は 、 以 下 の 表 ７ に ま と め て あ
る 。
【 表 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ３ 】
 0.5 psiの 負 荷 を 使 用 し て こ れ ら の 試 料 の 負 荷 の も と で の 吸 収 性 を 計 測 す る こ と に よ っ て
、 実 施 例 21-23の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 従 来 か ら の パ ン テ ィ ラ イ ナ ー （ 比 較 例 5
-7） 及 び パ ッ ド （ 比 較 例 2-4） と 比 較 し た 。 結 果 は 、 以 下 の 表 ８ に 示 し て あ る 。
【 表 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 試 料 を 様 々 な 時 間 に わ た り 負 荷 の も と に 保 持 し 、 食 塩 水 を 一 方 の 側 か ら 試 料 へ と 導 入 し
た 。 表 ５ 及 び ６ の 自 由 吸 収 デ ー タ ー を 上 記 の 表 ８ の AULデ ー タ ー と 比 較 す る と 、 予 期 さ れ
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る よ う に 、 試 料 に 対 す る 負 荷 の た め に 、 AULの 値 が 自 由 吸 収 力 の 値 よ り も 低 い 。 本 発 明 の
高 吸 収 性 織 物 に 関 し て は 、 自 由 吸 収 は 、 AULデ ー タ ー よ り も 約 40-80％ 高 い 。 そ の 差 異 は 、
最 初 の 時 間 に つ い て よ り 断 言 で き る 。 し か し な が ら 、 市 販 の 材 料 （ 比 較 例 1-7） の AULの デ
ー タ ー 及 び 自 由 吸 収 の デ ー タ ー は 、 20-30％ 以 下 で 異 な っ て い る 。 い か な る 理 論 に も 束 縛
さ れ な い よ う に す る が 、 こ の 理 由 は 、 市 販 の 材 料 が 主 と し て 不 織 布 及 び 多 孔 質 材 料 で あ る
た め で あ る と 考 え ら れ る 。 そ れ 故 、 試 料 の 一 方 の 表 面 が 液 体 に さ ら さ れ る と 、 灯 心 作 用 が
原 因 で 、 液 体 は 比 較 的 速 く 試 料 の も う 一 方 の 側 ま で 伝 わ る こ と が で き る 。 本 発 明 の 試 料 は
、 そ の 表 面 上 に 限 ら れ た 開 い た 領 域 を 有 す る フ ィ ル ム な の で 、 毛 細 管 作 用 が 限 定 さ れ て お
り 、 液 体 の 浸 透 は 、 主 に 拡 散 過 程 を 通 じ て 起 こ り 、 そ れ は よ り 遅 い 過 程 で あ る 。 市 販 の 試
料 が 約 15分 で 飽 和 水 準 に 到 達 し 、 本 発 明 の 試 料 の 多 く は 飽 和 す る の に 30分 以 上 を 必 要 と す
る の は 、 こ の た め だ と 考 え ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】

　 本 実 施 例 で は 、 比 較 例 5-7、 及 び 本 発 明 の 実 施 例 20、 21（ 10ミ ル ） 、 22（ 11ミ ル ） 、 21-
B、 22-A、 及 び IMG延 伸 の 対 象 と な っ た 実 施 例 3（ 20ミ ル ） に 対 す る 複 数 の 染 み 透 り の 値 を
比 較 し た 。 本 発 明 の 試 料 に 使 用 さ れ た ト ッ プ シ ー ト の 材 料 は 、 25メ ッ シ ュ の 五 角 形 が 配 列
し た 真 空 成 形 フ ィ ル ム で あ っ た 。 市 販 の 材 料 に 対 す る 染 み 透 り の 値 は 、 図 ２ １ Aに 示 し て
あ り 、 本 発 明 の 材 料 に 対 す る 染 み 透 り の 値 は 、 図 ２ １ Bに 示 し て あ る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 図 か ら 分 か る よ う に 、 真 空 成 形 し た フ ィ ル ム （ 実 施 例 20） 及 び IMGに よ る フ ィ ル ム （ 21-
B、 22-A、 及 び 3） は 、 市 販 の コ ア と 類 似 の 染 み 透 り 時 間 を 有 し て い た が 、 IMGに よ る フ ィ
ル ム 及 び IMGに よ ら な い フ ィ ル ム の 両 方 に 対 し て 、 第 二 及 び 第 三 の 時 間 を 得 る こ と が で き
な か っ た 。 い か な る 操 作 の 理 論 に も 束 縛 さ れ な い よ う に す る が 、 こ れ は 、 SAPが 膨 張 し 、
最 初 に 液 体 を 獲 得 し た 後 に フ ィ ル ム か ら 分 離 し 、 そ れ に よ っ て 液 体 の 通 路 を 塞 い だ こ と に
起 因 す る と 考 え ら れ た 。 そ れ 故 、 液 体 は 、 染 み の 領 域 に 留 ま り 、 分 布 し な か っ た 。 そ の 一
方 で 、 35％ の SAP1（ 即 ち 実 施 例 3か ら の 低 い 吸 収 速 度 及 び 吸 収 力 の SAP） で 製 造 さ れ た フ ィ
ル ム で は 、 液 体 は よ く 分 布 し た 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 上 記 の 結 果 に 基 づ く と 、 効 果 的 な 分 布 層 と い う の は 、 材 料 全 体 に わ た る 分 布 を 与 え 、 第
二 及 び 第 三 の 染 み 透 り 時 間 が 改 善 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ２ ０ ８ 】

　 い く つ か の ADLを ふ る い 分 け す る た め 、 一 組 の 複 数 の 染 み 透 り 試 験 を 行 っ た が 、 こ こ で
は 、 同 じ ト ッ プ シ ー ト （ 25メ ッ シ ュ の 五 角 形 が 配 列 し た 真 空 成 形 し た フ ィ ル ム ） 及 び 本 発
明 の 材 料 の コ ア （ 実 施 例 22-A） と 共 に 使 用 し た と き の 異 な っ た ADLを 評 価 し た 。 以 下 の 実
施 例 の い く つ か に 対 す る ADLは 、 先 の 実 施 例 で 製 造 し た 本 発 明 の 高 吸 収 性 織 物 で あ っ た 。
さ ら に 、 以 下 の 実 施 例 の い く つ か に 対 す る ADLは 、 一 つ 以 上 の ADL層 を 含 ん で い た 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 デ ー タ ー の ま と め が 表 ９ 及 び 図 ２ ２ に 示 し て あ る 。
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【 表 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ２ １ ０ 】
　 上 記 の 表 ９ の VFF Hex 40及 び VFF Hex 60は 、 そ れ ぞ れ 40メ ッ シ ュ 、 60メ ッ シ ュ の 六 角 形
の 模 様 の 開 口 部 を 有 す る 真 空 成 形 し た フ ィ ル ム で あ る 。 規 則 正 し い 模 様 を 記 述 す る の に こ
こ で 使 用 さ れ る 「 メ ッ シ ュ 」 と い う 用 語 は 、 一 辺 が 1イ ン チ （ 25,400μ ） に 達 す る 平 た い
四 角 形 の 領 域 に 刻 み 込 む こ と が で き る （ 開 口 部 の よ う な ） 多 角 形 の 形 状 の 最 大 数 の 平 方 根
を 意 味 す る 。 例 え ば 、 中 央 か ら 中 央 へ の 距 離 が 0.1イ ン チ の 開 口 部 の 密 に 詰 ま っ た 四 角 形
の 模 様 は 、 10メ ッ シ ュ の 四 角 形 の 模 様 で あ る 。 中 央 か ら 中 央 へ の 距 離 が 0.1イ ン チ の 開 口
部 の 密 に 詰 ま っ た 六 角 形 の 模 様 は 、 10.7メ ッ シ ュ の 六 角 形 の 模 様 で あ る （ 六 角 形 の 模 様 は
、 四 角 形 の 模 様 よ り も 密 に 詰 ま っ て い る ） 。 中 央 か ら 中 央 へ の 距 離 が 0.01イ ン チ の 開 口 部
の 密 に 詰 ま っ た 六 角 形 の 模 様 は 、 107メ ッ シ ュ の 六 角 形 の 模 様 で あ る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 図 ２ ２ に 示 し た よ う に 、 AquaDri（ 登 録 商 標 、 Tredegar Film Products, Richmond, VA
） に よ り 第 一 の 染 み 透 り 時 間 は 改 善 さ れ た が 、 第 二 及 び 第 三 の 染 み 透 り 時 間 は 、 市 販 の コ
ア よ り も ず っ と 高 い ま ま で あ っ た 。 Hex-40及 び Hex-60の 層 を ADL1及 び ADL2と し て 使 用 す る
と （ 実 施 例 26） 、 こ れ ら に よ り 市 販 の 材 料 と 類 似 の 染 み 透 り 時 間 が 生 じ た 。 さ ら に 、 こ れ
ら の 二 つ の 層 は 、 試 験 を し た 全 て の 他 の ADLの 中 で 、 最 も 良 い 液 体 の 分 布 を 与 え た （ 即 ち
、 コ ア は 三 つ の 試 験 の 後 に は 完 全 に 濡 れ て お り 、 第 三 の 染 み 透 り 時 間 は 、 ず っ と 高 か っ た
） 。 こ れ ら の 二 つ の 層 は 、 柔 軟 で フ ィ ル ム 的 で な い 感 触 の 構 造 に も 役 立 っ て い る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 35％ の SXM 880を 含 む 延 伸 し た フ ィ ル ム （ 実 施 例 28） を ADLと し て 使 用 す る と 、 そ れ は 比
較 的 低 い 染 み 透 り 時 間 を 示 し た 。 SXM 880と い う の は 、 吸 収 速 度 及 び 吸 収 力 の 低 い SAPで あ
り 、 膨 張 し て 液 体 の 通 路 を 塞 ぐ こ と な し に 、 液 体 を 分 布 さ せ る の に 役 立 っ て い る 。 し か し
な が ら 、 獲 得 時 間 が あ ま り に も 早 く 、 フ ィ ル ム が あ ま り に も 厚 く （ 20ミ ル ） 、 表 面 上 に 十
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分 な 開 い た 領 域 を 有 し て い な い の で 、 液 体 が 中 央 部 分 を 通 っ て コ ア に 到 達 す る こ と が な く
、 吸 収 さ れ た 液 体 の ほ と ん ど は 、 コ ア の 二 つ の 末 端 を 通 り 抜 け る 。 従 っ て 、 液 体 が コ ア 上
に よ く 分 布 せ ず 、 中 央 部 分 は 乾 燥 し て い た 。 こ の 層 は 、 も っ と 薄 く て 、 表 面 上 に 開 い た 領
域 を も っ と 有 し て い れ ば 、 効 果 的 に な り 得 る 。 こ の 型 の SAPフ ィ ル ム 又 は 同 時 押 出 し 成 形
し た フ ィ ル ム を 孔 あ け す れ ば 、 効 果 的 な ADLを 創 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 不 織 布 の ADL（ 実 施 例 30及 び 31） で は 、 液 体 が よ く 分 布 し た ば か り で な く 、 液 体 用 の 貯
蔵 所 も 創 出 さ れ た の で 、 そ の 結 果 、 液 体 は 最 初 は ADLに 吸 収 さ れ 、 そ れ か ら 、 ゆ っ く り と
本 発 明 の 材 料 に 吸 収 さ れ た 。 異 な っ た IMGに よ る 層 の 間 に は （ 互 い に か み 合 わ せ た と き に
） 二 次 元 の 毛 細 管 作 用 が 存 在 す る こ と も 示 さ れ た 。 液 体 が 第 一 の 層 （ 高 い 開 い た 領 域 ） を
通 過 し 、 第 二 の 層 に 到 達 で き る 限 り は 、 液 体 は 第 二 の コ ア 層 中 に 分 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 特 定 の 好 ま し い 実 施 形 態 及 び 実 施 例 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 記 述 し て き た 。 し か し な が ら
、 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 本 発 明 に 対 し て 様 々 な 修 正 が な さ れ て も よ い こ
と を 当 業 者 は 認 識 す る だ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ １ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 方 法 を 実 行 す る た め の 好 ま し い 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ Ａ 】 図 １ Aは 、 本 発 明 の 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。 図 １ Aは 、 吸 収 性
織 物 が 延 伸 さ れ て い な い 工 程 の 良 い 例 で あ る 。 織 物 は 、 平 坦 で も よ く 、 成 形 さ れ て い て も
よ い 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Bは 、 本 発 明 の 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。 図 １ Bは 、 SAP高
分 子 を ま ず 混 合 し て 、 そ の 後 予 備 混 合 し た SAPを 押 出 し 成 形 し て 吸 収 性 織 物 を 製 造 す る 工
程 の 良 い 例 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 方 法 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。 図 ２ は 、 吸 収 性
織 物 が 押 出 し 成 形 積 層 又 は 真 空 積 層 に よ っ て 、 平 坦 な 又 は 成 形 さ れ た 溶 融 シ ー ト に 積 層 さ
れ 、 図 ４ A、 ６ 、 及 び ８ に 示 し た よ う な 吸 収 性 織 物 が 製 造 さ れ る こ と を 示 し た 良 い 例 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 方 法 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 概 略 図 で あ る 。 図 ３ は 、 吸 収 性
織 物 が 同 時 押 出 し 成 形 さ れ て 、 図 ５ -９ に 示 し た よ う な 吸 収 性 織 物 が 製 造 さ れ る こ と を 示
し た 良 い 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Aは 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ Ａ 】 図 ９ Aは 、 本 発 明 に 基 づ い て 製 造 さ れ た 成 形 フ ィ ル ム の 断 面 図 で あ る
【 図 ９ Ｂ 】 図 ９ Bは 、 本 発 明 に 基 づ い て 製 造 さ れ た 延 伸 さ れ た 成 形 フ ィ ル ム の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 別 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 互 い に か み 合 う ギ ア （ IMG） の 歯 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 流 れ 方 向 の 配 向 の IMGロ ー ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 横 流 れ 方 向 の 配 向 の IMGロ ー ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 延 伸 さ れ た 単 一 層 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 非 常
に 拡 大 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 延 伸 さ れ た 単 一 層 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 延 伸 さ れ た 単 一 層 の 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 を 非 常
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に 拡 大 し た 表 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 フ ィ ル ム の 配 合 で SAPの 量 を 増 加 さ せ る こ と に よ っ て 得 ら れ る 追 加
的 な 吸 収 性 を 描 い た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ８ は 、 実 施 例 ７ の 未 延 伸 フ ィ ル ム を 様 々 な プ ロ セ ス 条 件 A、 B、 C、 及 び Dで
延 伸 す る こ と に よ っ て 得 ら れ た SAPの 吸 収 速 度 の 改 善 を 描 い た グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ９ は 、 実 施 例 ８ の 未 延 伸 フ ィ ル ム を 様 々 な プ ロ セ ス 条 件 A、 B、 C、 及 び Dで
延 伸 す る こ と に よ っ て 得 ら れ た SAPの 吸 収 速 度 の 改 善 を 描 い た チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 ２ ０ は 、 負 荷 を か け た と き の 吸 収 を 計 測 す る の に 有 用 な 装 置 の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ２ １ Ａ 】 図 ２ １ Aは 、 そ れ ぞ れ 従 来 の 材 料 及 び 発 明 し た 材 料 の 染 み 透 る 時 間 を 示 し た
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ １ Ｂ 】 図 ２ １ Bは 、 そ れ ぞ れ 従 来 の 材 料 及 び 発 明 し た 材 料 の 染 み 透 る 時 間 を 示 し た
グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ２ は 、 様 々 な ADLと 組 み 合 わ せ た と き の 発 明 し た 材 料 の 染 み 透 る 時 間 を 示
し た グ ラ フ で あ る 。
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【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ Ａ 】
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【 図 ２ １ Ｂ 】

【 図 ２ ２ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 2月 16日 (2005.2.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
着 用 者 と 接 触 す る 表 面 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 、 着 用 者 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る ト ッ プ シ ー
ト 、 衣 類 と 接 触 す る 表 面 を 与 え る バ ッ ク シ ー ト 、 及 び ト ッ プ シ ー ト と バ ッ ク シ ー ト の 間 に
少 な く と も 部 分 的 に 配 置 さ れ た 吸 収 性 コ ア を 含 む 吸 収 性 物 品 で あ っ て 、 バ ッ ク シ ー ト 、 ト
ッ プ シ ー ト 、 又 は 吸 収 性 コ ア の う ち の 少 な く と も 一 つ が 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物
の 少 な く と も 一 つ の 層 を 含 み 、 押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 、
　 　 　 　 　 i. 　 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
　 　 　 　 　 ii.　 熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 ん で い る 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 20重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 80重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ３ 】
高 吸 収 性 織 物 が さ ら に 添 加 剤 を 含 み 、 該 添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ
オ リ ン 、 シ リ カ 、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ
リ ウ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ
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ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト
、 及 び シ リ カ ク レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
押 出 し 成 形 さ れ た 高 吸 収 性 織 物 が 延 伸 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 吸 収 性 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
吸 収 性 物 品 に 有 用 な 高 吸 収 性 織 物 又 は 部 材 で あ っ て 、
i.　 　 少 な く と も 一 つ の 熱 可 塑 性 高 分 子 ； 及 び
ii.　  熱 可 塑 性 高 分 子 内 に 混 合 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 高 吸 収 性 高 分 子
を 含 む 高 吸 収 性 織 物 と 、 そ れ か ら 製 造 さ れ る 部 材 。
【 請 求 項 ６ 】
高 吸 収 性 織 物 の 重 量 を 基 準 に し て 、 熱 可 塑 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲
内 の 量 で 存 在 し 、 高 吸 収 性 高 分 子 が 、 約 30重 量 ％ か ら 約 70重 量 ％ の 範 囲 内 の 量 で 存 在 す る
請 求 項 ５ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ７ 】
さ ら に 添 加 剤 を 含 み 、 該 添 加 剤 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 カ オ リ ン 、 シ リ カ
、 珪 藻 土 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 炭 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 硫 酸 カ
ル シ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化
マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 、 ア ル ミ ナ 、 マ イ カ 、 ガ ラ ス 粉 末 、 ゼ オ ラ イ ト 、 及 び シ リ カ ク
レ ー か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 充 填 剤 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 高 吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ８ 】
熱 可 塑 性 樹 脂 が 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合
物 、 エ チ レ ン と 極 性 コ モ ノ マ ー と の 重 合 体 、 エ チ レ ン と α -オ レ フ ィ ン の 共 重 合 体 、 エ チ
レ ン 酢 酸 ビ ニ ル （ EVA） 、 エ チ レ ン ア ク リ ル 酸 （ EAA） 、 エ チ レ ン メ タ ク リ ル 酸 （ EMA） 、
ポ リ ス チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ブ タ ジ エ ン 、 エ ラ ス ト マ ー 性 熱 可 塑 性 樹 脂 、 こ れ ら の 混 合
物 、 こ れ ら の 組 合 せ 、 及 び こ れ ら の 共 重 合 体 か ら 成 る 群 よ り 選 ば れ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 高
吸 収 性 織 物 。
【 請 求 項 ９ 】
高 吸 収 性 材 料 及 び 高 分 子 樹 脂 を 混 合 及 び 加 熱 装 置 に 供 給 し ；
混 合 及 び 加 熱 装 置 内 で 高 吸 収 性 材 料 及 び 高 分 子 樹 脂 を 加 熱 及 び 混 合 し て 、 高 分 子 樹 脂 を 溶
融 さ せ て 、 樹 脂 と 高 吸 収 性 材 料 の 溶 融 ブ レ ン ド と し ；
溶 融 ブ レ ン ド を シ ー ト 成 形 装 置 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 、 溶 融 ブ レ ン ド か ら 溶 融 シ ー ト
を 成 形 し ；
溶 融 シ ー ト を 冷 却 し て 高 吸 収 性 織 物 を 成 形 す る ：
こ と を 含 む 高 吸 収 性 織 物 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
さ ら に 、 冷 却 後 、 流 れ 方 向 又 は 横 断 方 向 の 少 な く と も １ つ に 高 吸 収 性 織 物 を 延 伸 す る こ と
を さ ら に 含 む 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
加 熱 及 び 混 合 装 置 に 高 吸 収 性 高 分 子 を 供 給 す る の に 先 立 ち 、 高 吸 収 性 高 分 子 を 複 合 化 す る
こ と (compounding)を さ ら に 含 み 、 こ こ で 、 そ の 複 合 化 に よ り 、 高 分 子 樹 脂 と 共 に 高 吸 収
性 高 分 子 が 加 熱 及 び 混 合 さ れ て 高 吸 収 性 高 分 子 と 高 分 子 樹 脂 の 溶 融 混 合 物 と な り 、 次 い で
溶 融 混 合 物 が ペ レ ッ ト 化 さ れ る 請 求 項 ９ 記 載 の 方 法 。
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